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令和３年度使用県立中学校教科書の採択に関する基本的な考え方

千葉県教育委員会

令和２年度の教科書採択に関して１

令和２年度においては、中学校の全１６種目の教科書について新たに

採択を行うこととなる。

２ 中学校の教科書採択に関して

（１）採択する教科書の考え方

①県の教育施策に最も適合した教科書であること。

②各学校の学校教育目標を達成するために最もふさわしい教科書であ

ること。

（２）選定の基準

①県の教育施策に基づいて、学校教育目標が具現化できる教科書であ

ること。

②教育課程の特色や生徒の実態等、学校の実情に適した教科書である

こと。

（３）調査研究の観点

①体験的な学習や問題解決的な学習など、生徒が主体的に学習に取り

組むことができる内容が充実しているか。

②生命尊重の心や自尊感情、規範意識など、各教科における道徳教育

との関連を考慮した内容が充実しているか。

③生徒が健康の保持増進や安全などについて自ら考え、主体的に判断

し、健康で安全な生活を実践する能力と態度を育成する内容が充実

しているか。

④生徒が郷土や国を愛する心や誇りをもち、自信をもって郷土や国の

特色・魅力を発信するとともに、グローバル社会に対応した資質・

能力を育むための内容が充実しているか。

⑤学校の教育目標に基づき、独自の教育課程の実施に適した内容が充

実しているか。

［東葛飾中学校教育目標］

：基礎基本をしっかり身に付け、自ら考え問題解決でき確 か な 学 力

る資質や能力を育成

：人や自然、文化とのかかわりを大切にし、自らの視野を豊 か な 心

広げ、他人を思いやる心や感動する心を育成

：心身の調和のとれた、健康・安全で活力ある生活を営む健やかなからだ

力を育成
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：国語）

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１５ 三省堂 発行者：１７ 教育出版観
点

(書名：新しい国語) (書名：現代の国語) (書名：伝え合う言葉 中学国語)

・ 目標・問いかけ・言葉の力（学 ・ 学びの道しるべ」を通して学 ・ 学びナビ 「ここが大事」に「 「 「 」、
習のポイント ・振り返り」とい 習の流れを明確に提示し、主体 よって学習の流れや課題を追究）
う学習の流れが示され、主体的 的に学習に取り組めるよう工夫 する方法を明確に示すことで、
に学習に取り組めるよう工夫さ されている。また、情報と情報 主体的に学習に取り組めるよう

、 。 、「 」れている。また 「振り返り」で との関係を捉えたり、考えを整 工夫されている また 目標
は、学習を深めたり、学んだこ 理し深めたりするための「思考 と「振り返り」を分かりやすく
とを以後の学習や生活に生かし の方法」を各教材において具体 示すことで、より深い学びに結

たりするための工夫がなされ、 的に示し、主体的・対話的で深 び付くように配慮されている。①
主体的・対話的で深い学びの実 い学びの実現につながるよう配 ・多様な言語活動による主体的・
現につながるよう配慮されてい 慮されている。 対話的で深い学びを設定し、そ
る。 ・多様な言語活動が設定され、対 れらの学習活動を通して、育成

・多様な言語活動が設定され、基 話・交流・共有の流れで学習を すべき資質・能力の三つの柱
礎編では他教科の学習や生活に 進めて行くことで、より創造的 （知識・技能、思考力・判断力
生かせる言語能力を身に付ける な合意を生み出すための学習の ・表現力等、学びに向かう力・
ための具体的な学習の流れが分 流れが工夫されている。 人間性等）を育む工夫がなされ
かりやすく示されている。 ている。

・豊かな情操や共感する心を養う ・いのちの大切さについて深く考 ・平和やいのちの大切さといった
教材が随所に設定されている。 える教材が適切に設定されてい 豊かな心を育む教材が設定され
また、公共の精神を育む協働的 る。多様な考えをもつ他者との ている。また、自己の価値や他②
な言語活動が豊富に取り上げら 関わりを意識した学習活動や教 者とのつながりについて考える
れている。 材が取り上げられている。 教材が取り上げられており、県

の施策に適合している。

・運動、食、安全に関する題材が ・防災、環境、水に関する題材が ・ＳＤＧｓや人権、防災と関連さ
各学年で取り上げられている。 各学年で取り上げられている。 せながら、健康や安全について
特に食育、運動に関する題材の 特に、水に関する題材は健康、 考えられる題材が取り上げられ
取り上げ方に工夫がみられ、関 防災で扱われ、取り上げ方に工 ている。心の健康についても触③
連図書の紹介もされている。健 夫が見られる。これからの問題 れられており、現代社会を生き
康で安全な生活を実践する能力 に主体的に関わる態度を育成す る生徒たちにとって主体的に考
と態度を育成する内容である。 る内容であり、県の施策に適合 えられるよう工夫されている。

している。

・現代に至るまで読み継がれてき ・和歌、俳句、古文、漢文、漢詩 ・日本の古典文学の素養となるよ
た優れた古典作品が、ジャンル などが幅広く掲載され、言語文 うな代表的な作品が掲載されて
や内容、成立年代のバランスを 化の継承や発展、その意義を考 いる。作品の歴史的背景や全体
考慮して掲載されている。また、 えることができるよう配慮され 像に触れるような解説や視覚資
写真資料や古典の鑑賞・解説の ている。また、資料の古典作品 料が充実している。付録「言葉④
文章なども豊富で、日本の伝統 も多く、歌舞伎や狂言などの古 の自習室」では、古典学習を深
文化を尊重し、親しむことがで 典芸能も紹介されるなど内容が められるよう古典に関する知識
きるよう配慮されている。 充実している。 や伝統芸能に関する教材が設定

されており、県の施策に適合し
ている。

・ 本編・基礎編・資料編」の３部 ・本編においては必修の学習内容 ・ 学びのチャレンジ」では、単「 「
構成になっており、基礎編と資 を扱い、巻末の資料編では学習 元で学習した内容をもとに、更
料編には本編で学んだことを確 に必要な実践的知識や具体的な に深い読解や表現にむけて、自
認･発展させることのできる教材 学び方がまとめられており、基 力で取り組むことができるよう
が多数掲載され、学校や生徒の 礎・基本の定着を図る学習や他 に工夫されている。また、巻末
実情に合わせて柔軟に扱うこと 教科での活用、家庭学習での資 付録「言葉の自習室」には、補
ができるよう配慮されている。 料として役立てることができ 充教材や様々な資料が掲載され⑤
また、表現も丁寧で分かりやす る。また 「参考資料」は既習 ており、多様なカリキュラムや、
く、学習内容も整理されており、 の知識の整理とともに、広がる 生徒の自主学習への対応等、学
自主学習にも利用しやすいよう 知的好奇心に応えられるよう配 習の多様化や重点の強調などが
工夫されている。 慮されている。 できるように配慮されており、

学校の教育方針等に適合してい
る。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：国語）

推薦

発行者：３８ 光村図書観

点

(書名：国語)

・学習の見通しをもった上で、身
に付けるべき資質・能力を意識
しながら主体的に学習に取り組
むための学習の流れが明確に示
されている。また 「学習の窓」、
で汎用性のある学習ポイントを
明確に示すことで他教科の学習

に生かせるよう工夫され、具体①
的な「振り返り」で、より深い
学びにつながるよう配慮されて
いる。

・身に付けた知識・技能を活用し
た多様な言語活動を通して、思
考力・判断力・表現力等を高め、
学びを他教科の学習や生活、将
来につなげるための工夫がなさ
れていること等から県の施策に
適合している。

・国内外の平和に関する内容やい
のちの大切さを扱った教材が設

定されている。他者と協力し合②
って取り組む言語活動が適切に
設定されている。

・運動、食、睡眠、防災等、健康
や安全に関する教材が取り上げ
られている。特に、運動に関す

る教材は、全学年で取り上げら③
れており、運動を通して健康維
持管理を考えるきっかけを与え
ている。

・伝統的な言語文化である短歌や
俳句、時や色、季節を表す言葉
等を数多く紹介し、日本語その

ものの表現に着目したり、興味④
をもったりすることができるよ
う工夫されている。巻末資料で
は伝統芸能、近代文学の名作な
どの紹介が充実している。

・ 学習を広げる」において、教材「
に関連した資料がまとめられて
おり、生徒の実態や個に応じて
補充的または発展的のいずれの

学習にも対応できるように配慮⑤
されている。また 「読むこと」、
についての基本的な学習用語が
まとめられており、系統立てた
学習ができるように工夫されて
いる。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：書写）

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１５ 三省堂 発行者：１７ 教育出版観

点

(書名：新しい書写) (書名：現代の書写) (書名：中学書写)

・ 目標」から「振り返り」までの ・ 目標」と「振り返り」が設定 ・ 目標」から「振り返り」まで「 「 「
学習の流れが明確に示されてい され、主体的な学習につながる の学習の流れが具体的に示さ
る 「振り返り」では学んだこと 構成がなされている。また、毛 れ、主体的な学習につながる構。
をもとに説明したり、話し合っ 筆で学習したあとに繰り返し硬 成がなされている。また、思考
たりする対話的活動が取り入れ 筆で練習し、学びを深めると共 する場面を設定するとともに、
られ、主体的・対話的で深い学 に、日常に生かせる実践的な力 毛筆で学んだことを硬筆に生か
びが実現できるよう配慮されて を定着させるよう配慮されてい せるよう配慮されている。

いる。 る。 ・基礎・基本を確実に習得した上①
・ 書写のかぎ」として 「何を学 ・ 書き方を学ぼう」でそれぞれ での他教科と関連した学習を設「 、 「
ぶか 「どのように学ぶか」が明 の教材で学習すべき書き方のポ 定し、教科等横断的な学習につ」
確に示されている。また、学ん イントが示されている。また、 ながるよう工夫されている。ま
だことを日常の生活に生かす活 高等学校書道につながる書写・ た、学んだことを日常生活に生
用力を養うための様々な工夫が 書道に関する幅広い興味をもた かすための工夫が見られること
なされている。 せる工夫がなされている。 等から県の施策に適合してい

る。

・豊かな情操と道徳心を養うよう ・手紙やはがきの書き方の学習で ・メッセージカードを書いて自分
な語彙を、教材文字として選定 は、書を通して他者とのつなが の思いを伝えたり、未来の自分
している。対話的な振り返りや りを感じられるよう配慮されて に向けて手紙を書いたりする活

学び合いを取り入れた学習活動 いる。名言集を作る学習では、 動が設定され、書を通して自分②
を通して、互いを尊重し理解を 座右の銘や心に残った言葉を書 や相手を大切にする態度を養う
深める態度を養うよう工夫され くことで自分自身と向き合うこ ことができるよう工夫されてお
ている。 とができるよう工夫されてい り、県の施策に適合している。

る。

・活用単元「生活に広げよう」で ・１年生の文字と３年生の文字を ・生きてはたらく書写の力を身に
は、食育や防災の題材が扱われ、 比較できるページや自分の好き 付けさせるために、健康や安全

健康で安全な生活を実践する能 な言葉を表現する活動があり、 に関わる内容（体育祭の旗やポ③
、 ）力や態度を育成する工夫がなさ 振り返りの中で自分の成長が分 スター 防災訓練へのお礼状等

れており、県の施策に適合して かるような工夫がされている。 が題材として取り上げられてい
いる。 る。

・国語と関連する古典教材や年賀 ・平仮名の字源となった漢字の歴 ・文字の変遷や短冊、色紙や伝統
状、旧暦月名など伝統的な言語 史やいろは歌などにより日本の 芸能などのコラムを豊富に掲載
文化に関する題材が掲載されて 伝統と文化を尊重し、他国を尊 し、文字に対する興味・関心を
いる。また、文字文化を様々な 重する態度も養える内容が掲載 高める教材が設定されている。

側面から取り上げたコラムを通 されている。また、身のまわり また、書き初めや季節の行事の④
して、日本の伝統や文化、さら の文字文化に触れることで、文 活用例、硬筆教材においても伝
には外国の文字文化を尊重する 字の役割や文字を手書きするこ 統と文化を尊重し、我が国の郷
よう工夫されており、県の施策 との意義が認識できるよう工夫 土を愛する心情が育てられるよ
に適合している。 されている。 う配慮されている。

・学習ポイントを見やすくまとめ ・ やってみよう 学びを広げる ・ 学習を生かして書く 「学校生「 」「 」 「 」
るなど、生徒が主体的に学べる において、書写で身に付けた力 活に生かして書く」ではノート
ように工夫されている 「文字の を活用する具体的な活動や知 やレポート･新聞・ポスターの。
いずみ」には文字や書写に関す 識、さらには高校書道の内容で 作り方等にも触れられており、
る豆知識や歴史が掲載されてお ある「臨書」が取り上げられて 学習を多様に広げることができ

り、生徒の関心を高め、向上心 おり、生徒一人一人の個性に応 るよう配慮されている。また、⑤
をもって取り組めるように配慮 じて向上心や探究心をもって取 「知ってる？」やコラム等には
されている。また、巻末の「書 り組めるよう 配慮されている 歴史や知識が多く掲載されてお、 。
写活用ブック」には、書写の学 巻末の「資料編」では書写の学 り、生徒が自分の状況に合わせ
習を学校生活や社会生活で活用 習を日常生活で生かせるよう工 て探究心や向上心を高めていけ
できるようまとめられている。 夫されている。 るように工夫されており、学校

の教育方針等に適合している。

4



（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：書写）

推薦

発行者：３８ 光村図書観

点

(書名：中学書写)

・ 目標」と「振り返り」が設定さ「

れ、学習の流れを端的に示し、

主体的な学習につながる構成と

なっている。また、考え、確か

め、生かすという流れを通して、

基礎・基本の定着と学んだこと

を他の学習や生活に生かすこと①
ができるよう配慮されている。

・ 学習の窓」として学習のポイン「

トが明示されている。また 「書、

写ブック」では毛筆の学習を生

かして硬筆で書く活動が多く設

定されている。

・目標や自分の好きな座右の銘等

を書く活動が設定され、自分自

身と向き合うことができるよう

配慮されている。手紙やはがき②
を書く活動を通して、相手を尊

重する態度を養うよう工夫され

ており、県の施策に適合してい

る。

・書く楽しさや季節の言葉を書い

て味わう題材、自分の好きな言

葉を表現する題材が取り上げら③
れ、心身の健康を涵養する工夫

が見られる。

・古典文学や短歌、俳句を書いて

味わう活動や書き初めの体験を

通し、伝統的な言語文化への理

解を深められるよう配慮されて④
いる。また、日常に見られる様

々な文字や用具の製造工程など

を取り上げ、文字への意識を高

めるよう工夫されている。

・巻頭の「書写ブック」では学び

を深めるための内容が書き込み

式で用意されており、自主学習

に対する工夫がされている。ま

た、従来の書写の枠にとらわれ

ない「やってみよう 「コラム」⑤ 」
「学校生活」など、自分で考え

判断する要素が豊富な発展的活

動が設定される等、向上心・探

究心をもって取り組むことがで

きるよう配慮されている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（地理的分野 ））

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１７ 教育出版 発行者：４６ 帝国書院観
(書名：新しい社会 地理 ) ( ) (書名： )点 書名：中学社会 地理 地域に学ぶ 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土
・各単元の学習を 探究課題 探 ・各単元の見出しに副題を付けて ・ 章の問い 「節の問い 「学習「 」「 「 」 」
究のステップ 「学習課題」の 見通しをもって主体的に学習が 課題」を設け、見通しをもっ」
３段階の「問い」を軸とした 進められるよう配慮している。 て主体的に学習に取り組める
課題解決的な構成となってお また 「学習課題」を明示し、 ように配慮している。また、、
り、主体的に学び続けられる 課題意識をもって主体的に学習 二次元コードから動画でも地
ような工夫がされている。 に取り組めるようにしている。 域の姿を概観できるように工

・学習課題と関連した「見方・ ・学習課題と関連した「確認」と 夫されている。
考え方 みんなでチャレンジ 「表現」のコーナーを設け、話 ・学習課題と関連した「確認し」「 」
のコーナーを設け、深い学び し合いなどの表現活動を取り組 よう 「説明しよう」のコーナ① 」
につながる工夫がされている。 めるような工夫がされている。 ーを設け 「説明しよう」では、

・ 地域の在り方」では、社会へ ・ 地域のあり方」では、農村・ 学習を深める工夫がされてい「 「
の効果的な提言をするために 都市の課題や身近な地域の課題 る。
必要な技能を身に付ける「ス を見つめ直し、課題を解決する ・ 地域の在り方」では、生徒自「
キル・アップ」を設け、より 方法を考察・構想するような工 身が住む地域に見られる課題
良い地域づくりに積極的に参 夫がされている。 の分析と、その解決に向けた
画する意識を養うような工夫 構想に本格的に取り組めるよ
がされていること等から、県 うな工夫がされている。
の施策に適合している。

・アジア州における「もっと地 ・ 地域から世界を考えよう」で ・ 未来に向けて」の「共生」で「 「
理」では、イスラム教の人々 は、多様性や民族問題、国境を は、９つのテーマを設定し、
と暮らしを取り上げ、異文化 越えて移動する人々などの問題 人種差別や移民などの問題に②
を尊重し正しく理解するよう について幅広く学べる工夫がさ ついて、共生社会の実現の視
に配慮されている。 れている。 点で学べる工夫がされており、

県の施策に適合している。
・ 自然災害と防災・減災への取 ・ 自然災害に向き合う 「災害か ・ 日本の様々な自然災害 「自「 「 」 「 」
り組み」では、防災について ら身を守るために」では、防災 然災害に対する備え」では、
写真や図を効果的に使用し、 について写真や図を効果的に使 防災について写真や図を効果
防災対策と防災意識が高めら 用し、防災対策と防災意識が高 的に使用し、防災対策と防災
れるようにしている また も められるようにしている また 意識が高められるようにして。 、「 。 、
っと地理」では、災害のメカ 「地理の窓」では、液状化現象 いる。また 「技能をみがく」、
ニズムや命を守る取り組みが や津波防災教育を取り上げられ では 「ハザードマップの読み、
深められるように工夫されて ている。 取り方 「防災情報の入手のし③ 」
いる。 ・ 現代日本の課題を考えよう」 かた」を取り上げている。「

・東北地方の「過去の継承と未 の「震災の経験を受け継ぎ、 ・ 地域の在り方を考える の 災「 」 「
来に向けた社会づくり」では、 未来に生かす」では、東日本 害からの復興と生活の場の再
東日本大震災をはじめとした 大震災の教訓をどのように生 生」では、東日本大震災の教
過去の災害の教訓をどのよう かそうとしているか考えを深 訓を生かそうとしている地域
に生かそうとしているか考え めることができる。 の事例を取り上げている。
を深めることができる。

・日本の諸地域では、伝統的な ・日本の諸地域では、伝統文化、 ・世界の諸地域、日本の諸地域
地場産業、伝統行事・伝統工 地場産業、祭り等を取り上げ、 ともに、自然環境、生活・文
芸等を取り上げて、我が国や 伝統や文化を継承し、我が国や 化、産業をバランスよく扱う
郷土に対する理解や愛情を深 郷土に対する理解や愛情を深め ことで、正しい国土理解と偏
められるようにしている。 られるようにしている。 見に陥らない異文化理解が行

・世界の諸地域では、導入でＳ ・世界の民族と言語、宗教と暮ら えるように扱っている。また、
ＤＧｓを理解させる活動を取 しの関わりを取り上げ、国際的 国際的な見地を意識し、ＳＤ
り上げ、国際社会が抱える諸 な見地から多面的・多角的な考 Ｇｓに関する題材を世界・日④
課題の理解を促す工夫が見ら 察を促す工夫が見られる。 本ともに多く取り上げる工夫
れる。 ・我が国の領域を大観し、北方領 が見られる。

・我が国が抱える領土をめぐる 土・竹島・尖閣諸島の位置や範 ・日本の領域とその特色を丁寧
問題を学習する単元を設けて、 囲について、歴史的経緯も踏ま に解説し日本の立場が国際法
地理的な背景を取り上げ、問 えて詳しく理解しやすい構成に に則っていることを理解する
題を正しく理解できるように していること等から、県の施策 ことで国際社会を尊重する姿
構成している。 に適合している。 勢を養えるよう配慮している。

・知識・概念や技能の確実な定 ・基礎・基本的な知識・技能の定 ・基礎・基本的な知識及び技能
着を図るために 「用語解説」 着を図るために 「地理にアプ の定着を図るために、学習効、 、
「スキルアップ」や活用する ローチ 「地理の技」のコーナ 果の高い画像資料 「技能をみ」 、
コーナーを設けている。 ーを設けている。 がく」コーナーを設けている。

・小集団での参加型学習「みん ・世界の各州や日本の各地の事例 ・学び合いのきっかけとなる、
なでチャレンジ」を設けるこ をもとに、今日的な課題に迫る 実社会の人々の具体的な話を
とで、対話的で深い学びが実 特設ページを設け、学び合いが 紹介するコラム「声」を設け、⑤
現できるよう工夫している。 深められるよう工夫をしている。 工夫をしている。

・主体的に社会に参画する態度 ・主体的に社会の形成に参画し、 ・主体的に社会に参画する態度
を養えるように、日本各地で その発展に寄与する態度を養え を養えるように、各節に「節
働く人々のインタビューを充 るように、地域の課題を解決す の学習を振り返ろう」を設け、
実させ、身近なものとして捉 る方法を考察・構想できるよう 地域に見られる課題を解決で
えられるよう工夫しているこ 工夫している。 きるよう工夫している。
と等から学校の教育方針等に
適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：社会（地理的分野 ））

推薦

発行者：１１６ 日本文教出版観
(書名：中学社会 地理的分野)点
・ 追究するテーマ」や「学習課「
題」を設けており、各州・各
地方の姿を概観し、主体的に
学習に取り組めるように工夫
している。

・学習課題と関連した「見方・
考え方 「深めよう」のコーナ① 」
ーを設け、深い学びにつなが
るように工夫されている。

・ 地域のあり方」では、地域の「
課題を見い出し、地域社会の
形成に参画し、発展に努力し
ようとする構想の具体例を紹
介することで、社会参画への
意欲を喚起するような工夫が
されている。

・ 自由研究 「地理＋α」で紛「 」
争、多文化共生社会などを取
り上げ、人権問題や共生社会②
について学べる工夫がされて
いる。

・防災について、日本の地域的
特色と地域区分を地震･火山災
害、気象災害それぞれから学
ぶことができるように、写真
や図を効果的に使用し、防災
対策と防災意識が高められる③
ようにしている。

・東北地方では、東日本大震災
を大きく取り上げ、震災後の
社会の変化や震災の伝承の取
組、災害に強い地域づくりを
深く学ぶこと等から、県の施
策に適合している。

・日本の諸地域では、人々の生
活場面を豊富に掲載して、我
が国や郷土に対する理解や愛
情を深められるようにしてい
る。

・世界の諸地域では、人々の生
活場面を豊富に掲載し、多文
化共生社会の重要性を認識で④
きるような工夫が見られる。

・歴史的背景を踏まえて、日本
の領域とその保全のための様
々な活動を取り上げ、我が国
の立場と国際社会との関係を
理解できるように構成してい
る。

・基礎的な知識・技能の確実な
定着を図るために、学習課題
に対応した「確認 「スキル」、
ＵＰ」の特設コーナーを設け
ている。

・対話的で深い学びを実現する⑤
ために 「アクティビティ」コ、
ーナーを設け、学び合いがで
きるよう工夫している。

・社会の参画者を育てるために、
主体的・対話的に地域の将来
に向けて構想できる教材など
を設定し、工夫している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（歴史的分野 ））

推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１７ 教育出版 発行者：４６ 帝国書院観
(書名：新しい社会 歴史) (書名： ) (書名： )点 中学社会 歴史 未来をひらく 社会科 中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き

・単元（章）の導入部で、導入 ・タイトルには、学習内容を象徴 ・章・節・各本文ページそれぞ
の活動を通して単元全体を貫 的にイメージさせる主題と、学 れの冒頭に、単元を貫く問い
く「探究課題」を立て、１単 習事項を示す副題をおき、併せ を設け（ 章の問い 「節の問「 」
位時間の「学習課題」や「チ て「学習課題」を明示すること い 「学習課題 、生徒が学習」 」）
ェック＆トライ 、節ごとの課 で、生徒が課題意識をもって主 の見通しをもてるように工夫」
題である「探究のステップ」 体的に学習に取り組めるよう工 されている。また、節の冒頭
の積み重ねを通じて解決する、 夫されている。また、歴史資料 に、紙面全体にわたる大きな
「問い」を軸に構造化された の読み解きを示唆する「読み解 イラストから各時代を概観す
課題解決的な学習の流れで、 こう」や「Ｑ」などの問いを設 る特設「タイムトラベル」を
「主体的な学び」が実現でき け、時代の特色を考察する学習 設け、学習の動機づけや方向①
るよう工夫されている。 を重視している。 付けを支えている。

・主体的に社会に参画する態度 ・ 歴史学習の終わりに～歴史を ・第２部第５章（近代後半）で「
を養うために「地域の歴史を 振り返って 未来を構想しよう は、世論の影響から、社会の、 」
調べよう」で、時代が異なる では、これからの社会を築いて 公正さが拡大された面と戦争
六つの事例を紹介し 「テーマ いくために、自分たちは何がで に向かう動きが加速された面、
の設定→調査→考察→まとめ」 きるのかを考察・構想し、主体 との双方を、丁寧に記述し、
の流れで構造化して示すこと 的に社会の形成に参画し、その 周囲の空気に安易に流されず、
で、よりよい社会の形成者と 発展に寄与する態度を養うよう 多面的・多角的な考察のもと
しての資質を養う工夫がされ にしている。 主体的に社会参画していく意
ている。 識を養う工夫がされているこ

と等から県の施策に適合して
いる。

・ 歴史にアクセス」では、ビザ ・ 歴史を探ろう」では、杉原千 ・ はじめに」では、歴史学習の「 「 「
を発行し続けた杉原千畝を取 畝がユダヤ人を救うためにビザ 社会的・人間的な意義を生徒
り上げ、人道的な態度を養う を発行し続けたことを取り上げ、 に語りかける等、道徳教育に②
等、道徳教育への配慮がなさ 道徳教育への配慮がなされてい 関する配慮がみられ、県の施
れている。 る。 策に適合してる。

・ もっと歴史」では、歴史上の ・ 歴史を探ろう」では、関東大 ・ 未来に向けて」では、東日本「 「 「
震災を取り上げ、防災や安全 震災と後藤新平が行った震災復 大震災について取り上げてい
についての意識を高め、安全 興計画を取り上げ、当時の復興 る。大震災を機に、エネルギ③
な町づくりに主体的に参画す 事業が現在にもつながっている ーの確保や日々の生活の大切
る意識を養うことができる。 ことを学ぶことができ、県の施 さを考えさせる内容になって

策に適合している。 いる。
・文化史に十分な紙面を割き、 ・各時代の文化に十分なページを ・各時代の文化史に十分な紙面
我が国の伝統や文化を着実に 充て、それぞれの特色をとらえ を割き、文化財等の写真を豊
理解できるように配慮されて ることのできる資料を豊富に掲 富に掲載し、文化の担い手の
いる。また 「もっと歴史」で 載している。また、琉球文化や 努力や工夫を描いている。ま、
は、琉球文化やアイヌ文化を アイヌ文化を各時代の学習の中 た、琉球やアイヌの歴史や文
取り上げている。 で拡充して扱っている。 化は、本文と特設で重点的に

・国宝・重要文化財、世界遺産、 ・国宝や重要文化財、世界遺産に 扱っている。④
世界の記憶、無形文化遺産に 登録されている遺跡や景観にマ ・巻末に日本の世界遺産一覧を
はマークを付け、文化財を通 ークを付けて紹介し、日本の伝 掲載するほか、世界遺産と「世
して我が国の伝統や文化に対 統的な文化とともに、世界の多 界の記憶 、国宝にマークを付」
する理解と愛情を育てられる 様な文化について理解を深めら け、文化財を通して我が国の
ように構成されている。 れるように配慮されている。 伝統や文化に対する理解と愛

情が深められるように構成さ
れている。

・各章に「基礎・基本のまとめ」 ・ 学習を始めよう 確認／表現 ・各節が 学習課題 本文 確「 」「 」 「 」「 」「
ページが設定され、巻末の用 「学習のまとめと表現」などの 認しよう 「説明しよう」とい」
語概説も充実していることか 項目が掲載されており、基礎的 う構成になっており、基礎的
ら、基礎的・基本的な内容を ・基本的な内容を定着するよう ・基本的な内容を定着するよ
定着するような工夫がなされ な工夫がなされている。 うな工夫がなされている。
ている。 ・時代の特色を考える関係図の作 ・各時代の特徴について考える

・各章ごとにチャート形式で意 り方や意見交換の場が設定され、 「タイムトラベル」が掲載さ
見交換を行うページが掲載さ 主体的・対話的で深い学びを促 れており、主体的・対話的で
れており、主体的・対話的で す工夫がなされている。 深い学びを促す工夫がなされ
深い学びを促す工夫がなされ ・興味・関心を喚起する写真資料 ている。⑤
ている。 が豊富に盛り込まれ、学ぶ楽し ・時代の特徴を表す写真資料や

・導入資料が大きく見やすい。 さを感じ、意欲が高まるように グラフなどが多く掲載されて
また資料内容も充実しており 配慮されている。 おり、学ぶ楽しさを感じ、意
学ぶ楽しさを感じ、意欲が高 ・現代の課題を歴史の流れから考 欲が高まるように配慮されて
まるように配慮されている。 える工夫がなされており、公民 いる。

・持続可能な社会に向けて歴史 的分野の学習につなげる工夫が ・ 未来に向けて」という未来の「
に学ぶことを意識した構成と なされている。 社会を作るための取組が４３
なっており、公民的分野の学 テーマ設定されており、公民
習につなげる工夫がなされて 的分野の学習につなげる工夫
いること等から、学校の教育 がなされている。
方針等に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（歴史的分野 ））

○推薦

発行者：８１ 山川出版社 発行者：１１６ 日本文教出版 発行者：２２７ 育鵬社観
(書名：中学歴史 日本と世界) (書名：中学社会 歴史的分野) (書名： 最新 新しい日本の歴史)点 [ ]
・１テーマを見開き２ページと ・１授業時間を見開き２ページを ・ 主体的・対話的で深い学び」「
し、歴史の流れが無理なく学 原則とし、何を学ぶのか、どの を実現するために「つかむ→
べるテーマ構成をしている。 ような視点や方法に着目して学 調べる→まとめる→表現する」
各テーマ冒頭に、そのテーマ 習を進めるのかを 「学習課題」 問題解決型学習の教材配列で、、
を理解するための発問を付し、 と「見方・考え方」で明確に示 知識・思考・判断・表現の一
本文を読む視点を示している。 している。また、生徒が主体的 体化を図っている。また、各

、 、 「 」、また図版を大きく、見やすく に見通しをもって 考察を進め 章 ○○の世界へようこそ！
し、どこに注目すべきかを示 学習を振り返り、学びの成果や 巻末の「歴史学習のまとめ①
唆することで、生徒が課題意 自己の成長を確認できるように ②」では、課題と主体的に向①
識をもって主体的に学べるよ 単元構成されている。 き合うための設問を用意し、
う工夫されている。 ・主体的に学びを日々の生活や社 工夫している。

・ 身近な地域を調べよう」では 会に活かすために 「社会に開 ・各章末の「 私の歴史博物館』「 、 『
地域学習の方法を具体的な例 かれた教育課程」の実現に向け をデザインしてみよう」では、
で示すとともに 「地域からの て、歴史の学習の最後に、より 生徒自身が歴史博物館の学芸、
アプローチ」で７地域を取り よい未来を構想する教材を設定 員になったつもりで展示方法
上げ、紹介し、現代に生きる し、新しい時代を築く社会の参 を考えることで、各時代の特
私たちとその時代のつながり 画者を育てるように工夫されて 色を深く捉え、様々な情報を
を考えさせる工夫をしている。 いる。 効果的に調べまとめられるよ

うに工夫されている。
・ 第二次世界大戦」では、ピカ ・ 先人に学ぶ 命の尊さ では ・ 歴史新聞のまとめ」では、エ「 「 」 、 「
ソか描いた「ゲルニカ」を通 エルトゥールル号遭難事件につ ルトゥールル号遭難事故を取
して、生命を尊ぶ態度を養う いて取り上げ、たがいの命を尊 り上げ、人命救助のために尽②
等、道徳教育への配慮がなさ 重する態度を養う等、道徳教育 くした日本人の道徳心を学ぶ
れている。 への配慮がなされている。 ことができる。

・ 今の日本、これからの日本」 ・ 災害の歴史に学ぶ」では、近 ・ 歴史のズームイン 震災の日「 「 「
では、東日本大震災等、日本 年の災害について、防災・減 本史」では、過去日本に起き
で起きた震災を取り上げ、防 災に対する先人の取組をふま た災害を取り上げ、伝承や教③
災対策への意識を高めること え、災害に強い社会の実現へ 訓を後世に伝えていくことの
ができる。 の意識を高めることができる。 重要性を学ぶことができる。

・文化史に十分な紙面を割き、 ・文化史に十分な紙面を割いて、 ・文化史に十分な紙面を割くと
史料を読み解く工夫が見られ、 文化財等を丁寧に解説しており、 ともに 「外国人が見た日本」、
我が国の伝統文化を理解でき 我が国の伝統や文化を理解でき では外国人の視点を紹介し、
るように構成されている。特 るように構成されている また 複眼的に我が国の伝統や文化。 、
設ページでは琉球とアイヌの 琉球やアイヌの文化に関する教 を理解できるように配慮され
歴史と文化を取り上げている。 材が充実している。 ている。また、琉球やアイヌ

・見返しに日本の世界遺産の一 ・巻末に日本の主な出来事や史跡 の文化を取り上げている。④
覧を掲載するほか、世界遺産 一覧を掲載するほか、世界遺産 ・巻末に日本の世界遺産と主な
と国宝の写真にはマークを付 と国宝の写真にはマークを付け、 遺跡・史跡を掲載するほか、
け、文化財を通して我が国の 我が国の伝統や文化に対する理 世界遺産と国宝の写真にマー
伝統や文化に対する理解と愛 解と愛情が深められるように構 クを付け、我が国の伝統や文
情が深められるように構成さ 成されている。 化に対する理解と愛情が深め
れている。 られるように構成されている

こと等から、県の施策に適合
している。

・説明を要する用語の解説が同 ・各単元の右ページ側注欄に「確 ・各章に「このころ世界は」を
ページ内に掲載されており、 認」が設けられ、基礎的・基本 設け、世界的な歴史の流れや
基礎的・基本的な知識を定着 的な知識を定着する工夫がなさ 各時代の基礎基本の知識が定
する工夫がなされている。 れている。 着する工夫がなされている。

・ 身近な地域を調べよう や 歴 ・各時代のまとめに習得した知識 ・各章の最初に「鳥／虫の目で「 」 「
史を考えよう」など、調べ学 を関連させて時代の特色をとら 見る」という時代の特徴を捉
習に関するページが充実して える アクティビティ を設け えるページが掲載されており、「 」 、
おり、主体的・対話的で深い 主体的・対話的で深い学びを促 主体的・対話的で深い学びを
学びを促す工夫がなされてい す工夫がなされている。 促す工夫がなされている⑤
る。 ・時代像を具体的にイメージでき ・写真、地図、年表、文字史料

・写真資料に対する問いが多く る資料が豊富に掲載されており、 など、資料全体が充実してお
掲載されており、学ぶ楽しさ 学ぶ楽しさを感じ、意欲が高ま り、学ぶ楽しさを感じ、意欲
を感じ、意欲が高まるように るように配慮されている。 が高まるように配慮されてい
配慮されている。 ・ 歴史との対話』を未来に活か る。「『

・国際情勢や人権などを意識し す」では、現代社会の諸課題に ・日本の現状だけではなく、領
たまとめ学習が設定されてお ついて歴史的背景を明らかにし、 土問題や地域紛争などの国際
り、公民的分野の学習につな 公民的分野の学習につなげる工 社会を生きる上で必要な知識
げる工夫がなされている。 夫がなされている。 が充実しており、公民的分野

の学習につなげる工夫がなさ
れている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（歴史的分野 ））

推薦

発行者：２２９ 学び舎観
(書名：ともに学ぶ人間の歴史 )点
・主体的な学習を深めるために、
「学習内容の構造化と焦点化」
を重視している。また、見開
き２ページの左上に大きな図
版を配置し、観察して様々な
発見や疑問が出るようにして
いる。さらに、疑問や問いを
もって、歴史の事象や課題に
ついて多面的・多角的に考え①
る力を培えるように工夫され
ている。

・特設ページ「歴史を体験する」
では、火おこしや糸紡ぎなど
の体験学習を詳しく紹介した
り、インターネットや博物館
などを利用した調べ学習、体
験者からの聞き取りやまとめ
方、討論の方法などの学習を
丁寧に紹介したりしている。

・ハンセン病患者に対する隔離
政策を取り上げ、ハンセン病
への理解や偏見による過ちを②
伝えることで道徳教育につい
て配慮したものとなってい
る。

・東日本大震災の被災地の復興
と防災への意識を高め、科学
技術と環境への関係を考える③
ことにより、生命を尊び環境
保全に寄与する態度が養える
よう工夫されている。

・文化は、文化遺産や作者名だ
けでなく、文化を生み出した
人々の願いと社会の状況、文
化を継承した人々の営みなど
を具体的に描いている。また、
琉球やアイヌの文化を取り上
げている。④

・各章の導入では、北極を中心
とした世界地図を描き、各地
の様子を表す写真や絵を配置
して、グローバルな視点で時
代をとらえられるように工夫
されている。

・各章ごとに振り返り学習が設
定されており、基礎的・基本
的な知識を定着する工夫がな
されている。

・地域の歴史について調べ、発
表する方法が掲載されており、
主体的・対話的で深い学びを
促す工夫がなされている。⑤

・教科書のサイズが大きいため、
資料も大きく掲載されている。
また、写真資料の説明が最小
限となっており、授業展開を
する上で使用しやすいつくり
になっている。

・平和学習に関する項目が充実
しており、公民的分野の学習
につなげる工夫がなされてい
る。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（公民的分野 ））
推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１７ 教育出版 発行者：４６ 帝国書院観
（書名：新しい社会 公民） （書名：中学社会公民 ともに生 （書名：社会科中学生の公民点

きる） よりよい社会を目指して）
・ 探究課題 「学習課題 「探究 ・各章の導入に 学習のはじめに ・ 主体的な学び」を実現するた「 」 」 「 」 「
のステップ 「チェック＆トラ を見開きで設け、学習内容と章 めに、章・節・各本文ページ」
イ」の積み重ねを通じて解決 全体の学習課題を掲載し、生徒 それぞれの冒頭では、学習す
する 「問い」を軸に構造化さ が見通しをもって、主体的に学 る内容を問い形式で示し、生、
れた課題解決的な単元構成と べるように工夫されている。 徒が見通しをもって学習でき
なっており 「主体的な学び」 ・その章の学習において着目すべ るように工夫されている。、
が実現できるように工夫され き概念的枠組みとして「見方・ ・各章の末尾の「章の学習を振
ている。 考え方」を明示し、深い学びが り返ろう」では 「見方・考え、

・各単元の学習で、概念の理解 実現できるように工夫されてい 方」を取り入れて、深い学び①
を深められる問いを「見方・ る。 が実現できるように工夫され
考え方」で示し、深い学びが ・主体的に社会の形成に参画し、 ている。
実現できるよう工夫されてい その発展に寄与する態度を養う ・ アクティブ公民」では、様々「
る。 ために 「私の提案『自分を変 な立場を踏まえての合意形成、

・ １８歳へのステップ を設け える、社会を変える』をつくろ を目指す議論を促し、社会に「 」 、
社会参画への意識を高めるた う」では、自分には何ができる 見られる課題の解決に向けた
めたり みんなでチャレンジ のか考え、表現させるような工 選択や判断に取り組む活動が、「 」
では、対話的な活動をしたり 夫が見られる。 できるような工夫が見られる。
するような工夫が見られるこ
と等から県の施策に適合して
いる。

・日本国憲法の保障する基本的 ・ 憲法が保障する基本的人権」 ・特設ページ「よりよい社会を「
人権について丁寧に説明し、 では、社会の中にある差別とし 目指して」では、人権に関す
インクルージョンの観点を踏 て、部落差別、アイヌ民族への る中学生の作文や、様々な取
まえながら、男女の平等や高 差別、外国人に対する差別等を 組の事例を通じて「個人の尊
齢者、障がい者、外国人との 取り上げている。障がい者に対 重」の重要性を共感を持って②
共生について考えさせること しては、合理的配慮という考え 理解し、個人の価値を尊重し
で、自他を敬愛し、人権を尊 方を紹介し、共生社会の実現に つつ、自他の敬愛と協力を重
重する態度を養えるよう工夫 向けて考えるよう工夫されてい んずる態度を養えるように工
されている。 る。 夫されている。

・ もっと公民」で、東日本大震 ・公害問題と環境保全の取組、身 ・兵庫県神戸市における防災・「
災の具体的な事例を提示しな 近なごみ問題、地球規模の環境 減災を通じた社会参画の事例
がら、行政の様々な取組や人 問題についての理解を深め、環 を通して、主体的に参画し、
々の協力を取り上げ、防災や 境への負荷を軽減する循環型社 その発展に寄与する態度を養③
安全の意識や態度を養えるよ 会の実現のために協働や個々の えるように工夫されている。
うな構成になっており、県の 行動が不可欠であることを自覚
施策に適合している。 できるような構成にしてある。

・第１章第２節「私たちの生活 ・第１章第２節「現代につながる ・ 日本の伝統と文化」では、年「
と文化」では、日本の多様な 伝統と文化」では、多様な日本 中行事や「和」の精神を取り
伝統文化、継承の課題を取り 文化を取り上げ、続く「読んで 上げ、続く「文化の継承と創
上げ、多文化共生について理 深く考えよう」で日本の美徳な 造の意義」で狂言を事例によ
解を深める内容となっている。 どを考える構成になっている。 り深く考える構成になってい

・ グローバル化」では、国際競 ・ つながる私たちと世界 「グロ る④ 「 「 」
争と国際分業の現状を取り上 ーバル化する経済」でグローバ ・ グローバル化が進む現代」で「
げ 「これからの地球社会と日 ル化の現状を、その後の項目で は 多文化共生を取り上げ グ、 、 、「
本」で日本の国際協力の在り 様々な価値観を受容する必要性 ローバル化が進む国際社会」
方を考える構成となっている。 を考える構成となっている。 で揺れる国際社会の秩序につ

いて考える構成となっている。
・ 現代社会と私たち」の３節で ・ 読んで深く考えよう」では、 ・ 未来に向けて」では、グロー「 「 「
設定されている「現代社会の 資料を読み、深めていくテーマ バル化や人権等よりよい社会
見方や考え方」では、生徒が 学習が６テーマ設定されており、 を形成するために参考になる
社会集団の中で生きていくた 生徒に主体的な学習を促すよう 取組を１２テーマ紹介してい

。 、「 」 、めに必要な決まりや、決まり な工夫がなされている。また、 る また 公民プラス では
を作る目的等を基礎から学ぶ 表現活動を中心としたテーマ学 学習内容に関する実社会の動
ことができる構成になってい 習として「言葉で伝え合おう」 きを紹介しており、基礎基本
る。３節で学習した「対立と が６テーマ設定されており、課 を更に深めることができる。
合意 「効率と公正」という見 題解決に向けた学習が主体的に 「 」や「アクティブ公」 Yes No
方・考え方は今後の学習でも 展開されるよう分量が適切に配 民」では、自分の意見を理由⑤
生かすことができ、理解をよ 分されている。生徒が主体的に と共に説明したり、話し合っ
り深められるようになってい 学び、共に高め合うことができ たりすることを通して、生徒
る 「みんなでチャレンジ」で るように体験的な学習や問題解 が主体的に学び、共に高め合。
は、本文での学習内容を確実 決的な内容構成になっている。 うことができるように体験的
に理解させ、話し合いなどの また、章末には「学習のまとめ な学習や問題解決的な内容構
対話的な活動を通じて多様な と表現」を設け、基礎基本の更 成になっている。また 「課題、
意見に触れながら学習を更に なる定着、発展的学習が行える の探求」では、レポートとし
深め、価値判断や意思決定を ように工夫がされている。 て論述する手順を主体的に身
行えるよう考慮されており、 に付けられるように考慮され
学校の教育方針等に適合して ている。
いる。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：社会（公民的分野 ））

○推薦

発行者：１１６ 日本文教出版 発行者：２２５ 自由社 発行者：２２７ 育鵬社観
(書名：中学社会 公民的分野) (書名：新しい公民教科書) (書名： 最新］新しいみんなの公民）点 ［
・新しい事例や、生徒に身近で ・生徒の発達段階を考慮し、生徒 ・生徒の学習に対する興味・関
話題性のある事例を積極的に が基礎的な意味を理解できるよ 心を高め、内容の理解へと導
掲載したり、今日的課題を考 うに基礎的事項を厳選し、体系 く過程（つかむ、調べる、ま
えることができる豊かな教材 的に整理し 再構成することで とめる）を紙面に構成し、生、 、
を掲載したりして、生徒が課 主体的で深い学びができるよう 徒が主体的に学習できるよう
題意識をもって取り組めるよ に工夫されている。 工夫している。①
うに工夫されている。 ・単元に準じた もっと知りたい ・基礎的な知識・技能を、実社「 」

・深い学びの実現に向けて、編 の欄を設け、ものごとを根源的 会や実生活の中で活用できる
の学習における「習得・活用 に考え、生徒の生きる態度の形 ように 「現代社会の見方や考、
・探究」の学びの過程の中で、 成に手助けするとともに、自主 え方」を習得し、多面的・多
「見方・考え方」を繰り返し 的に学習できるように工夫され 角的に考察できるよう工夫し
働かせられるように工夫され ている。 ている。
ている。 ・各章の最後の「学習のまとめと ・現代社会の課題に主体的に向

・社会参画をうながすために「明 発展 、終章のレポート、卒業 き合う多様な教材を掲載する」
日に向かって」を全編通して 論文、ディベート等において、 ことで、公民として必要な資
設け、日本の社会や世界の状 公民として必要な主体性を伸ば 質を養えるよう工夫をしてい
況を幅広く視野に入れられる していく工夫がされている。 る。
ように工夫されている。

・ 公共の福祉 では自由と責任 ・ 権利の平等と社会権」では、 ・基本的人権を尊重する態度を「 」 、 「
「まちづくりに参加しよう」 すべての国民は法の下に平等で 養うために、歴史的分野の学
では公共の精神 「イスラム文 あり、平等権、社会権について 習の成果を生かしながら、日、
化」では相互理解というよう 丁寧に説明されている。また、 本国憲法の平等権や政府の政
に、教科書全体を通して道徳 「もっと知りたい」では、権利 策を交えて説明し、理解を深②
科と関連する教材を多数採用 の平等に関する問題、新しい権 められるように工夫されてい
し、よりよい社会の実現に努 利を取り上げ、課題について考 る。また、特設ページで在日
められるように工夫されてい えを深めることができる。 外国人、部落差別、アイヌ民
る。 族を取り上げて県の施策に適

合している。
・特設ページ「災害に強いくら ・ 環境保全と私たちの責任」で ・特設ページ「情報と大規模災「
しをきずく 「災害にそなえる は、環境破壊や公害を契機とし 害」を設けて、東日本大震災」
には」を設けて、東日本大震 て法整備が進んだことを紹介し、 を情報化との関連で取り上げ③
災における取組みを紹介し、 環境保全や資源循環型の社会に て、防災情報の発信・活用に
自助・共助・公助の仕組みに ついて考えを深めることができ 関しても学べるような構成に
ついて深く考えられる構成に る。 なっている。
なっている。

・ 日本の伝統文化の特徴と多様 ・ 日本の自画像 「文化の継承と ・第１章第２節「現代社会の文「 「 」
性」では、年中行事や文化の 創造」で日本文化や自然との共 化と私たちの生活」では、生
創造を取り上げ 「世界の中の 存を紹介し、続く「もっと知り 活と伝統文化の関わりや日本、
日本の文化」で文化の多様性 たい」で日本人の精神について 文化の継承と創造について、
を尊重する内容となっている。 深く掘り下げている。 トピックを活用し、丁寧に記④

・ グローバル化する社会で生き ・ グローバル化が進む社会」で 述している。「 「
る私たち」で国際協力の意義 現代世界の変化を取り上げ 「ア ・ 文化と宗教の多様性」では、、 「
を考え 「グローバル化と地域 クティブに深めよう」でグロー グローバル化時代の国境を越、
統合」で利点と問題点につい バル化と生活の変化について考 えた文化の交流と多様性を紹
て考える構成となっている。 える構成になっている。 介し、他国を尊重する態度を

養うような構成になっている
こと等から県の施策に適合し
ている。

・ 見方・考え方 などを用いて ・ もっと知りたい」では、重要 ・各章の導入に見開きで「入り「 」 、 「
学習内容の理解を深める主体 な事柄を深く理解するためのコ 口」のページを設け、興味関
的・対話的な問いや、活動を ラムが掲載されている。単元と 心を喚起している。各章には、
示す「アクティビティ」では、 共に学習することで、理解をよ 学習したことを詳しく説明し
自ら学び、思考し、表現する り深めることができる 「アク たり、関連する情報を紹介し。
力の育成を達成するための課 ティブに深めよう」では、協働 たりして学習を深める「学習
題研究学習を設け、生徒の興 学習を通して、生徒が主体的に を深めよう 、学習に関連して」
味関心を喚起するように工夫 学び、共に高め合うことができ 個人や班で取り組める作業や
されている 公民＋α では るように体験的な学習や問題解 活動を行う「やってみよう」⑤ 。「 」 、
内容に関する事項を掘り下げ、 決的な内容構成になっている。 が設けられ、基礎基本の定着
学習内容の理解を深められる また、多彩な歴史上の人物を取 をより確実にし、協働学習や
よう配慮されている 「チャレ り上げることで、一連の史実を 話し合い活動を通して生徒自。
ンジ公民」として、社会の課 公民の学習に役立つ形で示すな らが学び、共に高め合うこと
題について自ら学び、話し合 ど、地理・歴史分野に関連した ができる内容になるよう配慮
い活動を通して共に高め合え 内容が豊富に取り入れられてい されている。また 「よりよい、
るような考察・構想するペー る 「課題の探求」として、レ 社会をめざして」では、持続。
ジが設けられている また 私 ポート、卒業論文、ディベート 可能な社会を実現させるため。 、「
たちの課題」では、持続可能 のやり方が紹介されており、表 のレポート作成やプレゼンテ
な社会を実現させるためのレ 現力の育成を視野に入れた工夫 ーションのやり方を丁寧に説
ポート課題が設けられ、発展 がみられる。 明しており、発展的学習への
的学習への配慮がされている。 配慮がされている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（ 種目：地図 ）

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：４６ 帝国書院観
(書名：新しい社会 地図) (書名：中学校社会科地図)点
・教育のＩＣＴ化への取組とし ・教育のＩＣＴ化への取組とし
て、インターネットを活用し て、学習を支援する二次元コー
た学習が効果的な部分には、 ドを各所に掲載し、パソコンや
Ｄマークを付け、目次の二次 タブレット端末を用いて専用サ
元コードを読み取ることで、 イトにアクセスし、地図帳を補
関連するワークシートや資料 完する資料を閲覧できる工夫が
が活用できるように工夫がさ されている。
れている。 ・気候と農業の関係性など、地理

① ・諸地域の学習で、探究課題に 的な見方・考え方を働かせて主
沿った学習をする際に活用で 体的に学習できるように、関連
きる資料を取り上げ、課題解 する資料を国や州ごとに同縮尺
決的な学習への主体的な取り で豊富に掲載されている。
組みをサポートしている。 ・地理的な見方・考え方やそれに

・キャラクターの吹き出しを設 つながる視点を主体的に学べる
「 」けることで、資料の理解を促 ように作業コーナー 地図活用

し、深い学びの鍵となる「見 （探究課題）を随所に設けてい
方・考え方」を働かせて思考 ること等から県の施策に適合し
を深められるように工夫され ている。
ている。

・ 現代的な諸問題 として環境 ・ 世界の環境問題」として地球「 」 、 「
エネルギー、人口・貧困、紛 温暖化、砂漠化、大気汚染につ
争・難民問題など世界が直面 いて取り上げ、持続可能な社会

② している諸課題を取り上げ、 への取り組みを紹介し、環境へ
命の大切さや環境への配慮を の配慮を考えさせる資料を掲載
考えさせる資料を掲載してお している。
り、県の施策に適合している。

・防災について「日本の自然環 ・防災について「日本の自然災害
境（災害・環境問題 」が見開 ・防災」が見開きで掲載されて）
きで掲載されており、地震、 おり、東日本大震災の被害や日
津波、火山や気象災害を示し、 本の地震と火山の分布を示し、

③ ハザードマップの例を扱って 自然災害に対する備えやハザー
いる。また、九州や東北地方 ドマップの例を扱っている。ま
では、災害の資料を掲載し、 た、地方ごとに災害をテーマと
防災の意識を高めている。 する資料が充実しており、県の

施策に適合している。
・日本の郷土料理や伝統工芸品 ・日本の各地方の祭り、伝統的料
等を紹介する地図や写真を掲 理等を紹介する地図や写真を掲
載しており、我が国が世界に 載しており、我が国が世界に誇
誇れる伝統や文化を理解でき れる伝統や文化を理解できる。
る。 ・世界の環境問題、生活・文化に

④ ・ＳＤＧｓに代表される世界的 ついて、分布図や写真等を活用
な課題について、分布図や写 して紹介されている。また、世
真等を活用して紹介されてい 界と日本のつながりや比較の資
る。また 「世界全体」の内容 料が豊富で、グローバルな視点、
が豊富で、グローバルな視点 を意識した扱いになっているこ
を意識した扱いになっている。 と等から県の施策に適合してい

る。
・生徒が学習する上で必要な地 ・生徒が主体的に学習する上で必
図や資料が取り上げられてい 要となる地図や資料の内容が適
る。地図や資料を読み取り、 切であり、バランスがよい。地
生徒が地理的事象をとらえ、 図や資料を読み取り、生徒が基
学習を主体的に進めていける 礎基本を身に付け、課題を解決
ように配慮されている。 できるように配慮されている。

・諸地域を概観する「基本資料」 ・豊富な資料で構成される諸地域
と「テーマ資料」から構成さ の「資料」は、鳥瞰図、農業、
れており、地図や資料を読み 工業等が地域ごとに取り上げら

、 、⑤ 取る活動を通して、地域的特 れ 興味・関心を持って探究し
色を理解できるように工夫さ 理解できるように工夫されてい
れている。 る。

・生徒が主体的に学習できるよ ・生徒が主体的に学習できるよう
うに読図の視点があり、巻末 に「地図活用」が設けられてお
に地名索引と資料索引が設け り、巻末の索引も調べやすい。
られている。 ・巻末の統計資料は、国別、都道

・巻末の統計資料は、世界と日 府県別の統計や主な産物のグラ
本の様々な統計が表や図、グ フが見やすく色分けされ、探究
ラフを活用して掲載されてお 的な学習を進められるように配
り、探究的な学習を進められ 慮されていること等から学校の
るように配慮されている。 教育方針等に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：数学）

推薦

発行者： ２ 東京書籍 発行者： ４ 大日本図書 発行者： １１ 学校図書

観

(書名：新しい数学) (書名：数学の世界) (書名：中学校数学)点

・単元の導入では、日常生活の事 ・教科書の最初の「数学の世界に ・ 数と式 「関数」など領域の導「 」

象など、生徒の興味・関心をひ ようこそ」で、問題発見・解決 入に既習事項の確認ができるよ

く題材を取り上げ、新しい単元 の手順を示している。そして、 うに 「ふりかえり」のページ、

の学習の見通しを立てることが 単元ごとにその手順に従い問題 が設定されている。

できるように工夫されている。 を解決する例を示し、数学の問 ・ Ｔｅａ Ｂｒｅａｋ」という「

・章末の「深い学び 「学びを広 題を解決しようとする態度を養 読み物は、数学史の内容や学習」

げよう」では、いろいろな見方 えるよう配慮されている。 した内容をさらに深められるよ

や考え方を用いて、数学の有用 ・ 活用・探究」や「学びにプラ うになっていて、生徒の学習意欲① 「

性を実感できるように配慮され ス では 学習内容を活用して が高まるように工夫されている。」 、 、

ている。 数学の世界を探究できる問題を ・ 役立つ数学」では、身近な内「

・ 数学マイノート」では 「気づ 紹介し、生徒の学習意欲が高ま 容で数学が活用されている例を「 、

いたこと・疑問に思ったこと・ るように工夫されている。 示し、自分で探究活動ができる

大切だと思ったこと」などを記 ・ レポートを書こう」では、数 素材を示している。そして、巻「

録して、学習したことを振り 学で学んだことをきっかけにし 末の「表現する力を身に付けよ

返ることができるようなノート て探究した内容を伝えるための う」では、自分の調べた内容を

の記録の仕方が紹介されてい レポートの書き方が紹介されて 表現するレポートの作成やその

る。 いる。 発表の仕方が提示されている。

・日常生活の事象について考える ・問題発見・解決の過程で 「ク ・比例と反比例の素材に 「エコ、 、

課題が用意されていて、自分の ラスの仲間と一緒に問題を発見 キャップ」を取り上げたり、２

「 」考えを表現したり、他者の考え ・解決しよう」と、生徒が考え 年生の巻末で フェアトレード

を聞いたりするなど、自他を尊 を表現し、話し合い、他者の考 を取り上げたりするなど、環境②
重する態度を養えるよう配慮さ えを尊重する態度を養えるよう ・人権問題等の道徳的側面につ

県の施れている。 に配慮されている。 いても配慮されており、

。策に適合している

・ 地震のゆれの予測のしくみ」 ・ ランドルト環」や「車の制動 ・ 地震の震源までの距離 や 地「 「 「 」 「

や 自動車の死角を考える 渋 距離 「地震のマグニチュード 球温暖化 「車の制動距離 「風「 」「 」 」 」

滞学」などを紹介することで、 のエネルギー」について取り扱 速と風圧」について考察するな

防災や安全の意識を高めるこ うなど、健康の保持増進や安全 ど、防災や安全に関する意識を③
とができるように配慮されてい に関する意識を育むことができ 育むことができるように配慮さ

る。 るように配慮されている。 れている。

・ 日本の数学の歴史」を紹介す ・ 万華鏡の模様の見え方 や 東 ・ 和算」や「ＳＤＧｓの１７の「 「 」 「 「

るとともに 「東京２０２０オ 京２０２０オリンピックのエン 目標 「数学の歴史」について、 」

リンピックのエンブレムのデザ ブレムのしくみ」など、わが国 掲載するなど、郷土や国を愛す

イン」について掲載するなど、 の伝統や文化を掲載することに る心をもつとともに、グローバ④
最新の数学の内容まで盛り込む よって、郷土や国を愛する心や ル社会に対応した資質・能力を

ことで我が国の魅力が発信さ 誇りがもてるように配慮され 育むことができるように配慮さ

県の施策に適合してれている。 ている。 れており、

。いる

・目標や「考えてみよう 「調べ ・ 練習 「プラスワン 「たしか ・どのような過程で学習している」 「 」 」

てみよう」でわかりやすく学習 めよう 「ふり返ろう」で、段 か明確になるように、帯をつけ」

課題が提示されていて、見通し 階的に学習できるよう工夫され るなどして工夫されている。

をもって学習できるよう工夫さ ている。 ・各章末の「深めよう！」や巻末

れている。 ・巻末の Ｍａｔｈｆｕｌ では の「さらなる数学へ」で、補充⑤ 「 」 、

・巻末の「数学の自由研究」で発 学習内容と日常を関連させた発 的、発展的な問題にも触れるこ

展的、問題解決的な学習に取り 展的な題材を扱い、数学が身近に とができ、授業の中で探究活動

組めるよう工夫されている。 感じられるよう工夫されている。 ができるよう工夫されている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：数学）

○推薦

発行者： １７ 教育出版 発行者： ６１ 啓林館 発行者： １０４ 数研出版
(書名：日々の学びに数学的な見観

(書名：中学数学) (書名：未来へ広がる数学) 方・考え方をはたらかせる これ点
からの数学)

・単元の導入の前に 「○○を ・日常生活、地理や歴史に関する ・単元の初めに既習事項との関連、
学習する前に」があり、前の 事柄、実験などの幅広い分野か を取り上げるなど、生徒が系統
学年までの既習事項を確認する らの課題が取り上げられていて、 的に考えることができるように
ことで、生徒が系統的に考える 吹き出しのあるイラストを用い 配慮されている。
ことができるように配慮されて て、他教科との関連を考えさせ ・単元の導入時に、日常生活に関
いる。 るなど、教科等横断的な視点の 連する素材を扱い、疑問を投げ

「 」 、 、・単元の導入 Ｌｅｔｓ Ｔｒｙ 学習が適切に位置づけられてい かけ 生徒の興味・関心を高め'
では、身近な事象と数学との関 る。 問題解決的な学習が進められる①
連を示すことで、生徒の興味・ ・ 数学ライブラリー」では、日 ように工夫されている。「

探究関心を引き出すように工夫され 常生活と数学の関連や数学史の ・別冊の「これからの数学
ている。 内容を提示し、生徒の学習意欲 ノート」の中に 「探究的な学、

・単元末や巻末の「学んだことを を引き出せるように工夫されて 習」や「課題学習」があり、数
活用しよう」では、日常生活と いる。 学的な見方・考え方を働かせ
数学の関連を示して考えさせる ・学習しているページにＱＲコー て、問題を解決していく構成に
ことで、生徒が思考力・判断力 ドが配置されるなど工夫が見ら なっている。そのため、問題解
・表現力を養えるように工夫さ れ、デジタル教材が充実してい 決の能力が高まるように配慮さ

こと等から、県の施策れている。 る。 れている
。に適合している

・ 自分の考えをもとう 「みんな ・多くの人の考えを知ることで、 ・１次関数の学習に関連して、巻「 」
で話し合おう」などの表示をし 自分との違いを比較したり確認 末の「数学旅行」では、ＬＥＤ
て、自分の考えを説明したり、 したりできる問題を設定し、主 電球の電力使用量を調べて、温

他者の考えを聞いたりする場面 体的・対話的で深い学びの充 室効果ガスの排出量を削減する②
を設け、自他を尊重する態度を 実が図れるように工夫されて ことを目指し、環境保護などの
養えるように工夫されている。 いる。 道徳的な配慮をしている。

・ ランドルト環」や「地震のマ ・ 緊急地震速報」や「ＡＥＤの ・ 地球温暖化」や「雷の発生場「 「 「
グニチュード 車の制動距離 重要性 「災害から身を守る逃 所 「車の制動距離 「地震の揺」「 」 」 」 」
について取り扱うなど、健康の げ地図づくり」について取り扱 れ」などを紹介することで、

保持増進や防災安全について意 うなど、安全や防災について意 防災や安全の意識を高めるこ③
識を高めることができるように 識を高めることができるように とができるように配慮されて
配慮されている。 配慮されており、 いる。県の施策に適

。合している

・ 和算」や「ミウラ折り 「日本 ・ 日本の伝統模様」や「ミウラ ・ 薬師算 などの 和算 や 曲「 」 「 「 」 「 」 「
の伝統模様 「さしがね」に 折り」など我が国の特色や魅力 尺 「日本の伝統的な文様」な」 」
ついて掲載するなど、我が国 を掲載するとともに、他国の数 ど、日本独自の数学の発達や伝

の特色や魅力を発信すること 学者や文化を紹介しているので、 統・文化について掲載すること④
で、郷土や国を愛する心や誇 愛国心を育んだり、国際理解を で、郷土や国を愛する心や誇り
りがもてるように配慮されて 深められたりするように配慮さ がもてるように配慮されてい
いる。 れている。 る。

・単元末の「学習のまとめ」や巻 ・章末の 学びをたしかめよう ・巻末の「チャレンジ編」や「各「 」、
末の「学びのマップ」で基礎・ 「学びを身につけよう」で段階 学年のまとめ」で基礎・基本の
基本の定着と振り返りができる 的に基礎・基本の定着ができる 定着ができるよう工夫されてい
ように工夫されている。 よう工夫されている。 る。

・ 数学の広場」では身のまわり ・ 学びをいかそう」で一人一人 ・ 数学旅行」では発展的な内容⑤ 「 「 「

の数学的事象について様々な視 が見通しをもって探究的に学習 を扱うことで 数学の楽しさや,
点から探究できるよう工夫され が進められるように工夫されて 奥深さを感じられるよう工夫さ
ている。 いる れている。こと等から、学校の教育方

。針等に適合している
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：数学）

推薦

発行者： １１６ 日本文教出版

観

(書名：中学数学)点

・各章の前に、既習事項等の確認

を行い、基礎・基本を定着でき

。 、るように配慮されている また

単元の導入時に身近なことがら

を扱い、生徒の興味・関心を高

められるよう工夫されている。

・ めあて」や「大切な見方・考「

え方」で、１時間の学習の課題①
や課題解決のヒントを提示し、

生徒が主体的な学びを実現でき

るよう工夫されている。

・ 数学のたんけん」では、学ん「

だ内容に関連した生徒の興味・

関心を高める内容や高等学校の

学習につながる内容を提示し、

生徒の探究的な態度を養えるよ

うに工夫されている。

・ 学び合おう」では、他者と話「

し合ったことを巻末の「対話シ

ート」に記入し、学習後に、ノ

② ートに貼ることができるように

なっているなど、対話的な学習

ができるよう工夫されている。

・ 地震のＰ波とＳ波」や「風の「

力」などを紹介し、防災の意識

、「 」を高めたり 暗号と因数分解

③ でインターネット上での安全に

ついて知ったりすることができ

るよう配慮されている。

・ 和算」や「東京２０２０オリ「

ンピックのエンブレムのデザイ

ン」など、日本の数学の歴史や

④ 伝統・文化について掲載するこ

とによって、郷土や国を愛する

心や誇りがもてるように配慮さ

れている。

・各章毎に段階的に問題が設定さ

れていて、バランスよく学力を

伸ばすことができるよう工夫さ

れている。

⑤ ・巻末の「マイトライ」では、発

展的な内容を取り入れることで、

生徒が探究活動に取り組めるよ

う工夫されている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目： 理 科 ）

推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：４ 大日本図書 発行者：１１ 学校図書
観
点 (書名： 新しい科学 ) (書名： 理科の世界 ) (書名： 科学 )

・実験や観察が精選されたもの ・実験や観察が豊富で、様々な現 ・実験や観察が精選されたもの
となっている。 象を生徒が直接体験できる内容 となっている。

・章内に「探求をレベルアップ」 になっている。 ・ 探究のＣａｎ－Ｄｏ Ｌｉｓ「
する節を設定し、実験や観察 ・学習内容を日常生活に活用して ｔ」によって、実験や観察の

① において探究活動の充実が図 いくような探究活動が章末に設 目標を常に確認できるように
られている。 定されている。 している。

・主体的に学習を進めやすいよ ・章末問題「学びを日常にいか
うに、学習活動を細かく分け したら」では、学習内容を日
て提示している。 常生活の問題に活用する力の

育成を図っている。

・実験や観察の場面において、 ・実験や観察において、生命や環 ・生物単元の「Ｃａｎ－Ｄｏ
具体的な配慮が示されており、 境に対する配慮がなされ、その Ｌｉｓｔ」において 「生物を、
生物を愛護し、自然環境を保 意義が示されるなど、生命尊重 大切にし、むやみに傷つけな
全する態度が育成できる。 や自然環境を保全する態度が育 い」ことを目標に挙げ、生命

・他者との協働を促すキャラク 成できる。 尊重の態度を育成するよう配
ターの対話により、協力する ・ 話し合おう」の課題が、設け 慮されている。「

② 態度を育成するよう配慮され られるなど、話し合い活動を通 ・４人のキャラクターが協力し
ている。 して、他者を尊重する態度が育 て探求する様子を示し、協力

・ 教科関連マーク」を使って道 成される。 する態度を育成するよう配慮「
徳との関連がわかりやすく表 ・関連する項目に環境マークが付 されている。
記されていること等から県の けられ意識を高めるよう工夫さ ・ １日先生体験」を通して他者「
施策に適合している。 れている。 のために活動する態度を養う

よう配慮されている。

・ 防災と科学 というコラムで ・ つながる」というコラムで熱 ・ 理科のトリセツ」というコラ「 」 、 「 「
放射性物質について取り上げ、 中症の予防について取り上げ、 ムで実験室を使うコツから基
人体への影響と正しい利用方 健康と安全へ教科横断的な学習 本を学ばせ、実験や観察での
法について記載している。 内容で記載している。 安全な器具の使い方について、

③ ・ 理科室の決まり」より、理科 ・実験や観察における注意は、キ 赤字で強調して記載している。「
室の心得や誤った行動探しを ャラクターが注意喚起を示し、 ・ サイエンスカフェ」というコ「
用いて、実験器具の扱い等を 生徒が注目しやすいような表記 ラムで、防災や安全について
考えさせている。 がされていること等から県の施 取り上げている。

策に適合している。

・ ｆｒｏｍＪａｐａｎ世界につ ・日本の歴史や伝統に関わる記述 ・最先端科学技術の情報を端的「
ながる科学」のコラムに単元 があり、生徒の興味・関心が高 に厳選してまとめた記述とな
の学習内容と実生活での関わ まる記述である。 っている。
りについて、詳細に記述され、 ・チバニアンについての記述な ・日本の伝統科学技術について

④ 日本の優れた・技術や研究者 ど、千葉県に関する資料が多く も、厳選し、端的にまとめら
の記述が多くなっている。 紹介されていること等から県の れている。

・日本の歴史や伝統に関わる記 施策に適合している。
述もあり、日本の科学の発展
についてわかりやすく示され
ている。

・単元で学んだ基礎的な事項を ・ 科学のあしあと」や「つなが ・ サイエンスカフェ」では、科「 「
土台としてより発展的な内容 る」のコラムでは科学史や健康 学技術の応用と学習内容との関
を取り上げ、生徒たちの知的 についての扱いがあり、日常へ 連が意識された内容となってい

⑤ 欲求に働きかけるものである。 の活用も図られている。 る。
・ つながる科学」では、科学と ・ 思い出そう」や「Ｓｃｉｅｎ ・ 理科のトリセツ」では、キャ「 「 「
生活や歴史について、生徒の ｃｅ Ｐｒｅｓｓ」では、小学 リア教育の観点も含め、学習す
発達段階に合わせた表現で簡 校や高校との接続が強調されて る意義を明確に示している。
潔にまとめられている。 おり、系統性をもたせている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目： 理 科 ）

○推薦

発行者：１７ 教育出版 発行者：６１ 啓林館
観

(書名：未来へひろがるサイエンス )点 (書名： 自然の探究 )

・実験や観察の項目が豊富で、 ・実験や観察を骨格とした構成
生徒の体験的な理解を深める で、主要な実験の他に体験的な
工夫がなされている。 理解を補完する実験が紹介され

・章内の節に「探求してみよう」 ている。
を設定し、実験や観察におい ・豊富な実験や観察を生かして、

① て探究活動の充実が図られて 生徒が主体的に学習を進め、よ
いる。 り理解が深められるような工夫

・主体的な学習を促すよう、学 がみられる。
習過程を細かく提示している。 ・章末及び一部の実験や観察に探

究活動を設定することで、学習
内容と日常との関連付けや学び
の深まりが図られていること等
から県の施策に適合している。

・生命や地球を扱う単元では、 ・実験や観察の留意点が、生命愛
生命の尊さや自然の豊かさに 護や環境保全の視点から、意義
触れられるよう配慮されてい も含めて説明されているなど、
る。 生命や環境を大切にする態度の

・ 話し合おう」が設けられるな 育成が図れる。「
② ど、話し合い活動を通して、 ・ 話し合ってみよう」が設けら「

他者を尊重する態度が育成さ れるなど、話し合い活動を通し
れる。 て、他者を尊重する態度が育成

・ ハローサイエンス」のコラム される。「
において、環境や情報モラル ・環境への意識を高めるよう、環
など道徳的な内容に関して取 境マークを表示している。
り上げている。

・基礎技能として、理科室のき ・サイエンス資料「実験を正しく
まりと応急処置について記載 安全に進めるために」では、写
しており、絶対にしていけな 真を活用し、適宜注意点やスキ
いことを禁止マークで強調し ルについて丁寧に記載している。

③ ている。 ・医療や福祉の視点で、最新の科
・ ハローサイエンス」というコ 学技術から生活や健康に対して「
ラムでは、人体の組織への影 結び付けている内容が記載され
響等、健康や安全について記 ている。
載している。

・科学者列伝において、日本の ・日本の伝統科学技術について、
科学技術の発展に寄与された 丁寧に記述されており、生徒の
科学者を紹介した記述がある。 興味・関心が高まる内容となっ

④ ・日本の科学技術や、チバニア ている。
ンの記述など丁寧に説明され ・チバニアンについてのコラムが
ている。 あり、日本の技術や日本人の業

績について広く紹介されている。

・ ハローサイエンス」のコラム ・コラムが豊富で、食育やキャリ「
において、発展的な内容や、 ア教育、他教科との関連が図ら
生活との関連が紹介され、キ れた内容となっており、教科横
ャリア教育との連携も図られ 断的な学習が期待される。
ている。 ・ つながる学び」や「思い出し「

⑤ ・日常に潜む科学や他教科の関 てみよう」といった項目によっ
連を扱うことで、教科横断的 て、小学校や高校での学習内容
な取り組みの一助となってい との関連を明確にしている。こ
る。 のことで、学習内容の系統性が

意識され、高校との接続が図れ
ること等から学校の教育方針等
に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：音楽一般）

○推薦

発行者：１７ 教育出版 発行者：２７ 教育芸術社
観点

（書名：音楽のおくりもの） (書名：中学生の音楽)

・ 学 び の ね ら い が 明 確 に 示 ・ 主 体 的 に 学 べ る よ う 、 ね
され 「 」のペ らいや具体的な活動が示さ、 ＡＣ Ｔ Ｉ Ｖ Ｅ！
ージ等で、具体的な学習内 れている。また、表現を創
容を掲載することにより、 意工夫する手立てが分かり
主体的に学べるよう工夫さ やすくなるようなワークシ
れている。 ートが掲載されている。

・ キ ャ ラ ク タ ー に よ っ て 具 ・ キ ャ ラ ク タ ー の 吹 き 出 し
体的な学びが示されたり、 により対話的な学びが示さ①
「話し合おう」で、考えた れ 「 深めよう ！音楽」 で、
ことを友達と交流させたり は、友達との交流により学
する活動が豊富に取り上げ 習を深めることができるよ
られている。 う工夫されている。

・ 多 様 な 音 楽 に つ い て 、 体 ・ 多 様 な 音 楽 に つ い て 、 体
験的な学習が効果的に行え 験的な学習が示され、活動
るよう工夫されている。 への細かな配慮がされてい

ること等から県の施策に適
合している。

・ 我 が 国 で 長 く 歌 い 継 が れ ・ 我 が 国 で 長 く 歌 い 継 が れ
てきた歌が「日本の歌 み て きた歌 が「心の 歌 「 歌」
んなの歌」と示され、歌詞 い継ごう 日本の歌」と示
やその背景となる美しい情 され、美しい自然や季節、②
景、作詞者・作曲者の思い 我が国の伝統と文化を大切
などを理解しながら表現で に思う心を育てることがで
きるよう工夫されている。 きるよう工夫されており、

県の施策に適合している。

・歌唱における呼吸や姿勢、 ・ 歌 唱 に お け る 発 声 や 共 鳴
発音等の体の基本的な使い の 仕 組 み 等 に つ い て 示 さ
方について詳しく示されて れ、無理のない体の使い方
いる。変声に関する注意点 を考えさせている。変声に③
にも適切に触れている。 関 し て も 適 切 に 触 れ て お

り、県の施策に適合してい
る。

・ 我 が 国 の 伝 統 的 な 音 楽 や ・ 我 が 国 の 伝 統 的 な 音 楽 や
郷土の音楽、諸外国の音楽 郷土の音楽、諸外国の音楽
等 の 多 様 な 教 材 を 取 り 上 等の多様な教材を取り上げ
げ、それらを育んできた音 ている。演奏者によるアド
楽文化の理解と尊重につい バイスやそれらの継承につ
て学べるよう、豊富な写真 いて示され、音楽文化の理
や資料など、視覚的にも配 解と尊重について学べるよ④
慮されている。 う工夫されている。

・ 音 楽 の 共 通 性 や 固 有 性 に ・ 音 楽 の 共 通 性 や 固 有 性 を
気づき、多様性を理解でき 感じ取り、その多様性を理
るように教材やワークシー 解できるよう、明確な学習
トが工夫されている。 の視点のもと、教材が配置

されていること等から県の
施策に適合している。

・巻頭の「学びのユニット」 ・ 巻 末 の 「 音 楽 を 形 づ く っ
や巻末の「楽典」のページ ている要素」や「音楽の約
で、音楽記号や音楽を形づ 束」のページでは、具体的
くっている要素について明 で 丁 寧 な 説 明 が さ れ て お
確に示され、基礎的・基本 り、基礎的・基本的な内容
的な学習内容が確認できる の確認や反復学習ができる
よう配慮されている。 よう配慮されている。

・ 主 要 教 材 に よ る 学 び を 基 ・ ね ら い に 即 し た 学 習 内 容
盤にしつつ、比較教材と発 や教材の関連性が分かりや⑤
展教材により、多様な学習 すく示され、学習のつなが
活動が可能になるよう構成 りがスムーズになるよう配
されている。 列されている。

・ まなびリンク」と示され ・ 各 教 材 の ペ ー ジ に デ ジ タ「
たデジタルコンテンツによ ルコンテンツが個別に示さ
り、興味・関心や発達の段 れ、興味・関心や発達の段
階に応じた補充的・発展的 階に応じた補充的・発展的
な学習に配慮されている。 な学習に配慮されているこ

と等から学校の教育方針等
に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：器楽合奏）

○推薦

観 発行者：１７ 教育出版 発行者：２７ 教育芸術社
点

(書名 音楽のおくりもの) (書名： 中学生の器楽):

・学習のねらいと内容が明確に示 ・学習のねらいと内容が明確に示
され、主体的に学習に取り組め され、主体的に学習に取り組め
るよう、イラストや写真を効果 るよう、キャラクターの吹き出
的に用いている。 しやコラム等が工夫されてい

・アンサンブル教材が豊富に掲載 る。
されるとともに、他者と協働し ・アンサンブル教材が豊富に掲載
て表現を創意工夫するための活 されるとともに 「深めよう！、
動が示されるなど、対話的な学 音楽」では、友達との交流を通①
びが展開できるよう工夫されて して、器楽の学習を深めること

、 。いる。 ができるよう 工夫されている
・和楽器や世界の諸民族の楽器を ・親しみやすく、多様な楽器・曲
含め、幅広く多様な教材が取り 種の教材が豊富に掲載され、基
上げられ、それぞれの基礎的な 礎的な奏法が習得できるよう工
奏法が習得できるよう工夫され 夫されている。特に、和楽器や
ている。 打楽器の扱いが詳細に示されて

いること等から県の施策に適合
している。

・他者との交流や協働による音楽 ・他者との交流や協働による音楽
活動を通して、自他の敬愛や協 活動を通して、自他の敬愛や協
力を尊重する態度が養われるよ 力を尊重する態度が養われるよ
う配慮されている。また、我が う配慮されている。また、和楽
国の自然や文化を感じ取ること 器の奏法と礼儀の関係性につい②
ができる教材を取り上げ、美し ても示され、我が国の伝統と文
いものや崇高なものを尊重する 化を尊重する態度を育成できる
態度を育成できるよう配慮され よう配慮されており、県の施策
ている。 に適合している。

・楽器を演奏する際の姿勢や無理 ・楽器を演奏する際の姿勢や無理
のない体の使い方について、写 のない体の使い方について、写③
真等により具体的に示されてい 真等により具体的に示されてお
る。 り、県の施策に適合している。

・和楽器のしくみや奏法につい ・和楽器のしくみや奏法、その歴
て、理解しやすいよう工夫され 史等について丁寧に示されてい
ている。また、和楽器の演奏家 る。また、和楽器の演奏家のコ
のコメントが紹介されるととも メントや中学生の姿が紹介され
に、和楽器を活用した学習を通 るとともに、和楽器を活用した
して我が国の伝統的な音楽のよ 学習を通して我が国の伝統的な
さを味わい、愛着をもつことが 音楽のよさを味わい、親しみを④
できるよう工夫されている。 もつことができるよう工夫され

・諸外国の多様な音楽や楽器を取 ている。
り上げ、その共通性や固有性か ・諸外国の多様な音楽や楽器を取
ら音楽の多様性を理解し、他国 り上げることで、それらの音楽
の音楽を尊重する態度が養われ に親しみ、他国の音楽を尊重す
るよう配慮されている。 る態度が養われるよう配慮され

ていること等から県の施策に適
合している。

・基礎的な奏法を身に付けられる ・基礎的な奏法を身に付けられる
よう、学びのポイントが明確に よう、学習手順が分かりやすく
示されるとともに、歌唱・創作 示されるとともに、歌唱・創作
・鑑賞の各学習活動との関連に ・鑑賞の各学習活動との関連に
も配慮されている。 も配慮されている。

・絵や写真に加え、デジタルコン ・絵や写真により、基礎的な知識⑤
テンツ「まなびリンク」の音源 や技能が習得しやすいように配
や演奏動画等により、基礎的な 慮されている。また、デジタル
知識や技能が習得しやすいよう コンテンツにより演奏者への関
に配慮されている。 心が高まるよう配慮されている

こと等から学校の教育方針等に
適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：美術）

○推薦

発行者：９ 開隆堂 発行者：３８ 光村図書 発行者：１１６ 日本文教出版観
点

(書名：美術) (書名：美術) (書名：美術)

・主体的・対話的で深い学びの ・主体的・対話的で深い学びの実 ・主体的・対話的で深い学びの
実現に向けて、生徒の興味・ 現に向けて、作品の発想の仕方 実現に向けて、自ら課題を発
関心を高め、わかりやすい解 や表現方法などを具体的に示し、 見し、試行錯誤しながら解決
説や資料を提示し意欲的に学 生徒が自らの表現に生かせるよ 方法を考える学習への工夫が
習に取り組める工夫がされて う工夫された紙面構成になって されている。
いるとともに、各個人の能力 いる。 ・掲載作品については、様々な

を伸ばすことができるような ・掲載作品については、美術文化 国や地域、時代から作品が選①
題材を発達段階に応じて系統 の多様性を感じさせるために、 定されるとともに、原寸大図
的に配列している。 さまざまな国や地域、時代から 版や高精細印刷等を取り入れ、

・掲載作品については、生活を 作品が選定されるとともに、原 本物に触れる感動を与えるこ
明るく豊かにする日本及び諸 寸大図版を取り入れることで、 とで、生徒の学習意欲の喚起
外国の美術文化を多種多様に 本物に触れる感動を与え、生徒 を図っていること等から県の
取り上げている。 の学習意欲の喚起を図っている。 施策に適合している

・表現や鑑賞する喜びを味わい ・様々な国や地域、自然災害後の ・表現や鑑賞する喜びを味わい
ながら、脚注に「集団や社会 作品を掲載することで、多様な ながら 「生命の尊さ」などの、
との関わり」など、道徳の内 価値観を認めたり、困難を乗り 道徳の内容項目との関連を図
容項目を示すマークを入れ、 越えよりよく生きようとしたり るとともに、関連するページ②
学習の広がりや深まりを意識 する心を育めるよう配慮してい には、マークと補足する文章
しながら編集しており、県の る。 を示している。
施策に適合している。

・美術の視点から安全や防災に ・美術の視点から防災について考 ・美術の視点から安全や防災に
、ついて考えを深められるよう、 えを深められるよう、災害時に ついて考えを深められるよう

身近な場所の安全をテーマに 役立つデザインや震災からの復 防災看板や食材表示のデザイ③
制作する題材や災害時に役立 興を願った作品などが掲載され ン、震災からの復興を願った
つデザインなどが掲載されて ている。 作品などが掲載されており、
いる。 県の施策に適合している。

・日本の文化の深い理解と伝統 ・日本の文化への理解を深め、自 ・日本の文化への理解を深め、
の継承、世界や社会との関わ 他の文化を尊重する態度が培わ 伝統の継承や自他の文化の尊
りに目を向けて考えを深めら れるよう、日本及び諸外国の美 重について考えを深められる

れるよう、身近で生活に根座 術作品や美術文化が多く掲載さ よう、日本の伝統美術に重き④
した多種多様な資料が掲載さ れている。 を置いた多種多様な資料が掲
れており、県の施策に適合し 載されている。
ている。

・ 自ら考え問題解決できる資質 ・ 自ら考え問題解決できる資質 ・ 自ら考え問題解決できる資質「 「 「
や能力の育成」との関連では、 や能力の育成」との関連では、 や能力の育成」との関連では、
伸ばしたい資質や能力を整理 完成作品と併せて制作の手順が 全ての題材において、表現と
し、観点別の目標や学習のポ 適宜掲載され、生徒がいろいろ 鑑賞が一体的に学習できると
イントとして生徒にわかりや な表現方法を知るとともに、自 ともに、発達段階に応じた３
すく示している。 ら発想し表現するための工夫が 分冊として学習内容が配慮さ

・ 基礎基本をしっかり身に付 具体的に示されている。 れた紙面構成になっている。「
け」との関連では、基本技法 ・ 基礎基本をしっかり身に付け ・ 基礎基本をしっかり身に付「 」 「

を巻末に示し、多様な題材に との関連では、表現活動をする け」との関連では、巻末の技⑤
対応できるよう配慮されてい 上での技法が充実し、巻末に示 法や美術史の資料の充実を図
る。 されている。 ることで対応している。

・ 人や自然、文化とのかかわり ・ 人や自然、文化とのかかわり ・ 人や自然、文化とのかかわり「 「 「
を大切に」との関連では、国 を大切に」との関連では、絵巻 を大切に」との関連では、様
内外の幅広い時代の作品及び 物と漫画、浮世絵と西洋絵画な 々な国や地域、時代の作品を
生活や社会の中の優れた美術 ど異文化間の共通点を示すこと 掲載したり、作者の言葉を生
文化を取り上げ、国際社会で で 自己や他者と対話が生まれ 徒作品に付したりすることで、、 、
活躍するための基礎を身に付 新たな価値観を見出せる構成と 多様な価値観と出会う機会が
けられるよう配慮している。 なっている。 増えるよう配慮していること

等から学校の教育方針等に適
合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：保健体育）

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：４ 大日本図書 発行者：５０ 大修館書店観

(書名：新編 新しい保健体育) (書名：新版 中学校保健体育) (書名：保健体育)点

・問題解決的な学習が誰にでも進 ・課題に対して具体的・体験的 ・問題解決能力を育成できるよう
められるように内容のまとまり な解決が図れるように、健康 に、学習過程で身につけた見方
ごとに「発問」が設定され、資 や安全に関して、実生活・実 ・考え方を働かせる学習活動
料などを読み解き理解できるよ 社会で出会うような場面が設 「体育の窓 「保健の窓」が設」
うに配慮されている。 定されていている。 定されている。

・ 広げる」や章末の「日常生活 ・ 家マーク」や「地域マーク」 ・ 学習のまとめ」で、自他の生① 「 「 「
に生かそう」において、学習し があり、学習したことを家庭 活を見直したり、社会の在り方
たことを自他の生活に当てはめ や地域において活用できる工 を考えたりする体験的活動が設
て考える活動が設定されている 夫がされている。 定され、学んだことを実生活に
こと等から県の施策に適合して 生かせるようになっている。
いる。

・章末資料に「胎児を育てる母体 ・人間の生殖の仕組みを取り上 ・男女の生殖機能の成熟について
の神秘」が掲載されており、生 げ、体の成熟と生命の誕生を時 科学的に理解し、新しい命を生
命の尊さについて考えることが 系列で理解できるようにし、こ み出すための準備期であること
できるよう配慮されている。 れから生まれてくる命を尊ぶ心 や生命誕生の尊さが実感できる

・インターネット依存症も含め を育めるよう配慮されている。 ように配慮されている。②
て、喫煙・飲酒・薬物乱用の防 ・喫煙・飲酒・薬物乱用の防止 ・スマホの習慣も含めて、喫煙・
止について総合的に考えられる について話し合いが充実する配 飲酒・薬物乱用の防止について
よう配慮されていること等から 慮がされている。 規範意識を養う配慮がされてい
県の施策に適合している 。 る。。

・生活習慣病については、２単位 ・生活習慣病は 「予防」につい ・生活習慣病については、２単位、
時間で丁寧に扱われており、若 て１単位時間での取扱いにな 時間で丁寧に扱われており、む
い世代からの予防の大切さを実 っている。章末資料に「生活 し歯と歯周病について、コラム
感できるよう配慮されている。 習慣病の起こり方」を掲載し で取り上げ、興味関心を触発す
がんの予防は、保健の見方・考 ている。がんの予防は、本文 るように配慮されている。がん
え方に沿って、予防方法や早期 とそれを裏付ける明らかな最 の予防についても２単位時間を
発見の重要さ、治療による回復 新の資料を掲載することで、 当てて、がん検診の重要性を理
について、資料を示しながら扱 学習内容を深められるように 解できるように工夫されてい③
う工夫がされている。 工夫されている。 る。

・さまざまな年齢の人たちが、さ ・さまざまな国際大会で活躍す ・日常生活や国際社会までの保健
まざまな形でスポーツに関わり る選手等の姿であったり、世 体育に関わる出来事を切り取り
楽しんでいる姿が掲載されてお 界で活躍する元アスリートや ビジュアルな紙面にまとめら
り、生涯にわたってスポーツに 研究者のメッセージを掲載し れ、保健と体育の見方・考え方、
関わり、その楽しさや喜びを味 学習意欲を喚起したり、興味 を使って実生活や実社会を見つ
わう意欲がわくように配慮され ・関心を引いたりするように めることで、興味関心が高まる
ていること等から県の施策に適 配慮されている。 ように配慮がされている。
合している。

・中学生が地域の人と協力して活 ・様々なスポーツに取り組む日 ・様々な場面の日本の様子が写真
動する場面が随所に掲載されて 本人の様子等が多数掲載され 等で紹介されており、日本の特
いたり、自分の地域について調 ており、スポーツを通して日 色を詳しくつかめる内容になっ
べる活動が多数設定されたりす 本の特色や魅力を発信すると ている。
るなど、郷土と国を愛する態度 ともに郷土と国を愛する態度 ・東京オリンピック・パラリンピ
を養う内容になっている。 を養う内容になっている。 ックについて、口絵で意欲・関④

・東京オリンピック・パラリンピ ・オリンピック等のスポーツ文 心を高めるなど、体育理論にお
ックについて、口絵や巻末に資 化 を学ぶことで、国際理解 いて、国際理解が進む配慮がさ
料が豊富に掲載され、国際理解 を深め、 グローバル社会に れている。
が進む内容になっている。 対応した資質 を育む内容に

なっていること等から県の施
策に適合している。

・巻頭に「保健体育の学習方法」 ・主体的・対話的で深い学びに ・主体的・対話的で深い学びに向
が掲載さてており 見つける つながるように、本文ページ かえるように 振り返ろう 意、「 」 、「 」「
「学習課題 「課題の解決 「広 と資料ページが明確に分けら 見を出そう やってみよう 考」 」 」「 」「
げる」の４ステップ構成で主体 れている。 えよう 「話し合おう」と多様」
的・対話的に取り組めるように ・章末「学びを活かそう」で、 な導入活動が提示されている。
配慮されている。 資料から読み取る、友達と話 ・本文の内容をさらに探求できる⑤

・ 活用する」では、習得した知 し合うなど、対話を通して思 ように「掘り下げる」が随所に「
識を活用してより深く探求でき 考を広げて探求していける工 設定されている。
る活動が設定されていること等 夫がされている。
から学校の教育方針等に適合し
ている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：保健体育）

推薦

発行者：２２４ 学研教育みらい観

(書名：中学保健体育)点

・比べる、確かめる、話し合うな
どの活動を学習内容に応じて設
定されていて、問題解決的な学
習が実践できるようになってい
る。①

・実感を伴って理解し、実生活と
、の結び付きを実感できるように

実習や体験的活動が随所に取り
入れられている。

・生命尊重に関わる悩み（ＬＧＢ
ＴやＳＯＧＩ）への相談に関す
る学習を通して、自他の敬愛と
協力を重んずるとともに、生命
を尊ぶ態度を養うことができる②
よう配慮されている。

・喫煙・飲酒・薬物乱用の防止に
ついて、具体的な事例を基に考
えたり話し合ったりする課題を
設けている。

・生活習慣病については、１単位
時間で扱われており、運動、食
事、休養・睡眠との関係で整理

。 、工夫されている がんの予防は
基本的な資料を基に科学的に理
解できるようにするとともに、
医療現場の取り組み事例を基に、
「がんとともに生きる 「がん③ 」
患者とともに生きる」ことにつ
いても考えられるよう配慮され
ている。

・豊富な資料や「教科書サイト」
で情報活用能力を図りながら、
学習意欲を喚起したり、興味・
関心を引いたりするように配慮
されている。

・ ひと」や「コラム」などで、「
今までの日本や日本人の取り組
みを取り上げることで、郷土や
国を愛する態度を養う内容にな
っている。

・東京オリンピック・パラリンピ④
ックの内容を含め、民族や国、
人種等を越えてつながり合う資
料が充実しており、グローバル
社会に対応した資質を育む内容
となっている。

・ 課題をつかむ 「考える・調べ「 」
る 「まとめる・深める」で構」
成され、主体的・対話的な学習
活動へ導く紙面構成である。

・ もっと広げる・深める 「探求⑤ 「 」
しようよ」では探求的な学習例
や詳しい資料が掲載され、より
深い学びに結び付けられるよう
になっている。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：技術・家庭 （技術分野 ））

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：６ 教育図書 発行者：９ 開隆堂
観

(書名：Ｎｅｗ 技術・家庭 技 (書名：技術・家庭 技術分野点 (書名：新しい技術・家庭 技術分野

術分野明日を創造する) テクノロジーに希望をのせて)未来を創るＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ)

・技術の見方・考え方を働かせ、 ・各内容の全体を通して、問題 ・技術の見方・考え方を働かせ問
問題解決を図る構成となってお 解決的な学習を学ぶ構成にな 題解決を図る構成であり、問題
り、各内容において学習過程が っており、学習過程が統一さ 解決における流れが丁寧であり、
統一されている。 れている。 実習例が充実している。

・考える、調べる、話し合うなど ・ やってみよう」を掲載し、話 ・導入に課題を取り入れ、積極的「
活動場面を多く設定し、主体的 し合い活動や体験的な活動を に授業に取り組むための工夫を

に取り組むための工夫をされて 取り入れる工夫がされている。 し、適所に実験や課題を配置す①
いる。 ・作業や実験を通じて、体験的 ることで活動場面が設定されて

・基礎的・基本的な知識・技能に な活動を行う中で基礎的・基 いる。
ついては、必要な知識・技能を 本的な知識・技能が身に付く ・基礎的・基本的な知識・技能
分かりやすく表記されている。 ように工夫されている。 は、図や写真を適切に使用し、

理解しやすいよう工夫されてい
ること等から県の施策に適合し
ている。

「 、 、・各内容で、男女平等に配慮され ・ 共生」マークを添えており、 ・各内容で 協力を重んずる態度
ていて、人権や福祉に関わる技 各内容で、個人の価値を尊重 自他の敬愛、男女の平等などの
術の役割を理解できる内容にな して、創造性を培い、自主及 精神を養えるように配慮されて
っている。 び自律の精神を養うことがで いる。
・ 情報モラル」マークを添えて きるように配慮されている。 ・ 情報モラルリンクマーク」を「 「

おり 「情報の技術」の内容で、 ・ 情報モラル」マークを添えて 添えており、ガイダンスおよび② 、 「
インターネットや情報機器の利 おり 情報の技術 の内容で 「情報の技術」の内容で、イン、「 」 、
用について具体的に示しながら、 インターネットや情報機器の ターネットや情報機器の利用に
情報モラルの必要性を理解でき 利用について取り上げること ついて取り上げ、情報モラルや
る内容になっている。 で、情報モラルや情報セキュ 情報セキュリティについて理解

リティについて理解できる内 できる内容になっていること等
容になっている。 から県の施策に適合している。

・安全マークや作業の注意点を拡 ・安全マークを用いることで、 ・生活経験をもとに身近なものの
大写真等で示すことで、生徒が 安全面や衛生面で気を付ける 中に問題を見つけ、生徒が主体
安全を意識して活動に取り組む べきことを生徒が捉えられる 的に安全について考えることが
ことができる内容になっている。 工夫がされている。 できるように工夫されている。③

・イラストや写真を用いて正しい ・技能面の補助として映像資料 ・作業の注意点や動作のポイント
作業方法を示すことで、生徒が が豊富にあるため、生徒はよ で正しい作業方法を捉え、より
安全に活動できる工夫がされて り安全に活動することができ 安全に活動することができる工
いること等から県の施策に適合 る内容になっている。 夫がされている。
している。

・ 技術の巧 「伝統文化」マーク ・ 伝統文化 「知的財産」マー ・各内容で日本の伝統的な技術に「 」 「 」
を添えており、各内容で日本の クを添えており、各内容で日 ついて取り上げ、先人たちへの
伝統・文化に誇りを持って継承 本の伝統と文化を尊重し、我 敬意、日本の伝統と文化の素晴④
していく大切さに気付くことが が国と郷土を愛する態度を養 らしさが理解できるような内容
できるような内容になっており、 うことができるような内容に になっている。
県の施策に適合している。 なっている。

・巻頭のガイダンスや導入の課題 ・別冊のハンドブックに基礎・ ・導入の課題が生徒の興味・関心
が生徒の意欲を高めている。ま 基本がまとめられており、生 に沿ったものが多く、生徒自身
た、基礎・基本から応用へと段 徒が意欲的に発展的な学習に が主体的に学習に取り組める工
階を踏んで記述されている。 つなげやすい工夫がされてい 夫がされている。

・活動や評価改善があることで、 る。 ・発展的な内容や映像資料が充実⑤
生徒同士の対話的な学びにつな ・構成に工夫があり、体験→学 しており、基礎・基本を押さえ
がりやすく、人との関わり合い ぶ→深めるといった段階にお た上で、対話的な学びにつなが
を設定することができる内容に いて人との関わり合いを設定 るように工夫がされていること
なっている。 できる場面が充実している。 等から学校の教育方針等に適合

している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書
（種目：技術・家庭（家庭分野 ））

○推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：６ 教育図書 発行者：９ 開隆堂
観

(書名：Ｎｅｗ技術・家庭 家庭 (書名：技術・家庭 家庭分野点 (書名：新しい技術・家庭 家庭分野

分野暮らしを創造する) 生活の土台 自立と共生)自立と共生を目指して)

・生活の中から課題を見つけ、問 ・実践的・体験的活動から、問 ・生活の中から課題を見つけ、実
題解決を図り、生活に返すこと 題解決学習へと系列的に配列 践し、生活に生かす学習過程を
で、問題解決の流れを作るとと し、主体的に学習に取り組め 重視しており、課題解決に向け
もに、思考を補助する内容が記 るように配慮されている。 た工夫がされている。
載されている。 ・編や各項目の導入で、生徒が ・全編が主体的・対話的で深い学

・生活の営みに係る見方・考え方 今の生活から関心・意欲を持 びの流れで構成され、活動を通①
を踏まえ、思考を深める活動を ち、学習に取り組めるように して学びを理解するよう工夫さ
取り入れた構成となっている。 している。 れている。

・基礎的・基本的な知識・技能が ・基礎的・基本的な知識・技能 ・基礎的・基本的な知識・技能を
まとめて掲載され、関連付けて を視覚的資料とともに学べる 分かりやすい図や写真とともに
学ぶことができるように配慮さ よう構成されている。 掲載している。また科学的な資
れている。 料や根拠が示されていること等

から県の施策に適合している。

・ 他教科」マークが添えられて ・ 共生」マークが添えられてお ・ 他教科」マークが添えられて「 「 「
おり、各内容で道徳との関連を り、各内容で男女の平等、自 おり、各内容で他者との共生、
充実させ、道徳心を培うことが 他の敬愛と協力を重んずる態 男女の平等について考えること

できるように配慮されている。 度を養うことができるように ができるように配慮されてい
・ 環境」マークが添えられてお 配慮されている。 る。② 「
り、環境の視点と生活場面とを ・ 環境」マークが添えられてお ・ 環境」マークが添えられてお「 「
結びつけて考えられるように配 り、環境と生活を結びつけて り、個々の学習内容と関連付け
慮されていること等から県の施 考えられるように配慮されて て環境保全について意識を高め
策に適合している。 いる。 られるように配慮されている。

・調理の過程を分かりやすく示し ・イラストや写真を用いて、よ ・拡大写真や映像資料が充実して
たり、安全面や衛生面をマーク い例だけでなく悪い例も示す いることから、生徒が自らの健
で表現したりすることで、生徒 ことで、生徒が主体的に健康 康の保持や安全について考えや
が安全かつ効率的な実習を行え や安全について考えられるよ すく、主体的に活動に取り組む

るよう工夫している。 う工夫されている。 ことができる内容である。
・巻頭のガイダンスによって、生 ・安全な実習の方法や注意点な ・安全面や衛生面に関する注意点③
徒が主体的に自分の生活を振り ど、体験を伴う学習について をマークで分かりやすく示すこ
返り、健康的で安全な生活を目 効果的な映像資料を取り入れ、 とで、今後の健康的で安全な生
指して学習を進めることができ 生徒が安全に活動を行うこと 活に役立つよう工夫がされてい
る内容である。 ができる内容である。 ること等から県の施策に適合し

ている。

・ 伝統文化」マークが添えられ ・ 伝統文化」マークが添えられ ・ 伝統文化」マークが添えられ「 「 「
ており、各内容で日本各地の伝 ており、２つの内容で日本各 ており、各内容で日本各地の伝
統文化の事例を充実させ、日本 地の伝統文化の事例を充実さ 統文化の事例を充実させ、我が

や地域の文化を知り、日本の伝 せ、伝統と文化を尊重し、我 国の独自の文化と先人の工夫に④
統文化のよさや継承することの が国と郷土を愛する態度を養 気付き、日本人としての誇りが
大切さが実感できるように工夫 うことができるように工夫さ 育まれるように工夫されており、
されている。 れている。 県の施策に適合している。

・基礎・基本の部分と発展的、応 ・生徒に身近な題材を単元の導 ・基礎から応用の流れが捉えやす
用的な部分の配置が工夫されて 入や終末に扱うことで、課題 く、基礎・基本を身に付けた上
おり、生徒が自ら学びを深める を自分のこととして捉え、主 で、生徒一人一人が主体的に学
ことができる内容である。 体的に取り組むことができる べるよう工夫されている。

・メニュー例やイラスト、写真が よう工夫されている。 ・学習の導入が、生徒に寄り添っ⑤
豊富なため、生徒が自分の考え ・吹き出しが多く、生徒が自分 た観点で書かれており、身近な

をもち 人と関わり合いながら の考えをもち、人との関わり 問題や課題を通して、生徒同士、 、
対話的な学びが行いやすいよう 合いの場を多くもてるよう工 が関わり合えるように工夫がさ
工夫がされている。 夫されている。 れていること等から学校の教育

方針等に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目： 外国語 ）

○推薦

発行者： ２ 東京書籍 発行者： ９ 開隆堂出版 発行者： １５ 三省堂

観

(書名： ) (書名： ) (書名： )点 NEW HORIZON SUNSHINE NEW CROWN

・ユニット冒頭に目標を示し、巻 ・プログラム冒頭に目標を示し、 ・レッスン冒頭で学習の見通しを

CAN-DO CAN-DO CAN-DO末に学年の リストを 巻末に３年間の リス 示し、巻末に学年の

配置している。 トを配置している。 リストを配置している。

・学習の流れが「知識・技能の習 ・学習の流れが「知識・技能の習 ・学習の流れが「知識・技能の習

」 「 」「 」 」 「 」「 」 」 「 」「 」得 から 読解 思考・判断 得 から 読解 思考・判断 得 から 読解 思考・判断

「表現」とわかりやすい。 「表現」とわかりやすい。 「表現」とわかりやすい。

・４技能５領域の力が身に付くよ ・４技能５領域を統合的に活用 ・４技能５領域のバランスが配慮①
う工夫され、特に目的や場面・ し、目的や場面に応じ、また即 されており、また目的や場面・

状況に応じてコミュニケーショ 興的なコミュニケーションがで 状況に応じて読み取る力や、即

ンができる力を育成する活動が きる力を育成する活動が配置さ 興で伝え合う力、自らの考えを

配置されている。 れている。 話し・書く力を養う活動が配置

こと等から県の施されている

。策に適合している

・今日の道徳的課題に関連した豊 ・今日の道徳的課題に関連した日 ・今日の道徳的課題に関連した豊

富な話題をわかりやすい構成で 常的な話題を取り上げており、 富な話題を取り上げており、多

取り上げており、多様なものの 多様なものの考え方に触れてい 様なものの考え方に触れてい②

考え方に触れている。自立した る。自立した思考・判断を促す る。自立した思考・判断を促す

思考・判断を促す内容となって 内容となっている。 内容となっており、県の施策に

いる。 適合している。

・キャリア教育に関するトピック ・キャリア教育に関するトピック ・キャリア教育に関するトピック

や防災・安全に関する話題など や睡眠に関する話題など生徒の や環境問題に関する話題など生③

生徒の興味・関心を引くものが 興味・関心を引くものが取り上 徒の興味・関心を引くものが取

取り上げられている。 げられている。 り上げられている。

・生徒の知的好奇心を喚起する、 ・生徒の発達段階を考慮し、身近 ・生徒の知的好奇心や興味・関

環境保護、平和、国際支援、科 な話題から環境、平和、人権、 心、発達段階に合わせ、人権、

学技術、ユニバーサルデザイン 共生、科学技術など に関 環境保護、自然科学、平和などSDGs
など に関連した現代的課 連した現代的課題が取り上げら に関連した現代的課題がSDGs SDGs
題が取り上げられている。 れている。 取り上げられている。④

・世界各地の生活や文化を扱い、 ・世界各地の生活や文化を扱い、 ・世界各地の言語や歴史、文学を

異文化や国際社会について理解 異文化を尊重する態度や日本の 扱い、多様な社会を尊重する姿

する態度や日本の伝統文化を見 伝統文化を再確認し、発信する 勢や日本の伝統文化を再確認

つめ直し、発信する態度が育成 態度が育成されるよう配慮され し、発信する態度が育成される

されるよう配慮されている。 ている。 よう配慮されている。

・生徒の発達段階に応じた関心の ・中学３年間の単元間の接続を意 ・既習事項を生かした発展的な活

持てる題材を用いて、世界の人 識した話題を取り扱っている。 動への展開が多様で、小中高接

や文化・国への興味を持たせる ・実社会への共感から社会貢献へ 続が意識されている。

工夫がされている。 意識を向けさせ、自己を確立す ・語彙の習得、読解力の育成、即⑤
・小学校からの円滑な接続を意識 る基盤をはぐくむような題材配 興性のある会話への移行など段

し、生徒の理解度を高める配慮 置である。 階的に配置されており、自立し

がる。 た学習者を育成するよう配慮さ

こと等から学校の教れている

。育方針等に適合している
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））

令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目： 外国語 ）

推薦

発行者： １７ 教育出版 発行者： ３８ 光村図書 発行者： ６１ 啓林館

観

(書名： ) (書名： ) (書名： )点 ONE WORLD Here We Go! BLUE SKY

・パート冒頭に目標を示し、巻末 ・ユニット冒頭に目標を示し、巻 ・ユニット冒頭に目標を示し、巻

に各学年の リストを 末に各学年の リスト 末に３年間の リストCAN-DO CAN-DO CAN-DO
配置している。 を配置している。 を配置している。

・学習の流れが「知識・技能の習 ・学習の流れが 基本知識の定着 ・学習の流れが「知識・技能の習「 」

」 」 」 」 」 「 」「 」得 「思考・判断 「表現」そ から「読解 「思考・判断 「表 得 から 読解 思考・判断

して 読解 と工夫されている 現」とわかりやすい。 「表現」とわかりやすい。① 「 」 。

・基本的な知識・技能の習得か ・４技能５領域のバランスが考慮 ・基礎的な資質・能力を踏まえ、

ら、相手を意識した表現・発信 されており、確かな学力に基づ コミュニケーションの目的・状

する力の育成まで、４技能５領 いたコミュニケーションする力 況・場面を意識して４技能５領

域を養う活動が配置されてい を育成する活動が配置されてい 域を養う活動が配置されてい

る。 る。 る。

・今日の道徳的課題に関連した豊 ・今日の道徳的課題に関連した日 ・今日の道徳的課題に関連した豊

富な話題をわかりやすい構成で 常的な話題を中心に取り上げて 富な話題をわかりやすい構成で

取り上げており、多様なものの おり、多様なものの考え方に触 取り上げており、多様なものの②

考え方に触れている。自立した れている。自立した思考・判断 考え方に触れている。自立した

思考・判断を促す内容となって を促す内容となっている。 思考・判断を促す内容となって

いる。 いる。

・キャリア教育に関するトピック ・キャリア教育に関するトピック ・キャリア教育に関するトピック

や福祉、健康に関する話題など や防災・安全に関する話題など や防災、福祉、健康に関する話

生徒の興味・関心を引くものが 生徒の興味・関心を引くものが 題など生徒の興味・関心を引く③

取り上げられている。 取り上げられており、県の施策 ものが取り上げられている。

に適合している。

、 、・生徒の好奇心を伸ばし、思考や ・身近な話題から社会的、時事的 ・生徒の発達段階を考慮し 人権

共感の力を高める題材として、 な話題へと発達段階に合わせ、 ジェンダー、国際理解、教育、

身近な話題から情報、共生、平 環境、産業、情報、教育、科学 平和、公正、自然、環境など

和、人権など に関連した 技術など に関連した現代 に関連した現代的課題がSDGs SDGs SDGs
現代的課題が取り上げられて 的課題が取り上げられてい 取り上げられている。

いる。 る。 ・世界各地の生活や文化を扱い、④
・世界各地の生活や文化を扱い、 ・他教科の学習等と有機的に結び 異文化について理解する態度や

世界への視野を広げ、日本の伝 つけて、深い学びを実現し、互 日本の伝統文化を見つめなおす

統文化を見つめなおす態度が育 いの文化を大切にする心が育成 態度が育成されるよう配慮され

成されるよう配慮されている。 されるよう配慮されている ている。こと

等から県の施策に適合してい

。る

・発達段階に応じ、題材や言語活 ・小学校で学習した表現を早期段 ・小学校からの接続を意識し、ス

動が配置されている。 階で扱い、基本的な表現の定着 モールステップによる学習場面

・小中接続を意識し、基本的な内 を図っている。 を設定し、学習の進めやすさを⑤
容を重視して生徒の理解が進む ・自分から身の回り、社会、世界 意識して配置されている。

よう工夫されている。 の順に関心を広げながら学習で ・日常的な話題から始まり、徐々

きるよう配置されている。 に社会的話題に触れられるよう

配置されている。

27



（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：特別の教科 道徳）

推薦

発行者：２ 東京書籍 発行者：１７ 教育出版 発行者：３８ 光村図書
観

新訂 新しい道徳 中学道徳 とびだそう未来へ 中学道徳 きみが いちばん点
ひかるとき

・生徒が主体的に考えられるよ ・教材の冒頭の問いかけで、考 ・生徒が主体的に考えられるよ
う、全教材の冒頭にテーマを える視点をもたせることで、 う、教材を通して何を学ぶの
設定し、導入で問題を提起し 見通しをもって主体的に取り かをはっきりと意識できるよ
ている。 組むことができるようにして うに「てびき」に示している。

・教材文の一場面を役割演技す いる。 ・各学年に４か所「深めたいむ」
ることで、自分のこととして ・役割演技や日常の体験を想起 を配置し、役割演技やグルー①
とらえて体験的に学ぶ教材を して話し合う活動を取り入れ プ活動など生徒自身が活動を
「アクション」として各学年 体験的な学習ができるよう「や 通して考え、深められるよう
２テーマずつ設定している。 ってみよう」で手順を示して にしている。

こと等から県の施策に適いる
。合している

・ 生命尊重」と「いじめ問題」 ・ いじめや差別のない社会につ ・ いじめ防止に関する内容の教「 「 「
を重点テーマとし、全学年とも いて深く考える教材」は「生命 材」は、全学年とも複数の教材
にユニット化している。３つの の尊さ」と同様に、複数組み合 からなるユニットで構成されて
教材を通して３時間で１つのテ わせたユニットで構成し、間接 いる。教材は、編集委員会の著
ーマについて考えることで、多 的・直接的に考えさせ、深める 作物や魯迅等の文学作品を出典
面的・多角的に捉えさせる工夫 ことができる。また、ユニット とした読み物が中心で 「深め② 、
がある。教材には読み物だけで 内に道徳科以外の時間に活用で たいむ」には具体的な中学生の
なく、イラスト、画像・詩・マ きるコラムもある 「学びの道 取組の実例紹介がある 「めあ。 。
ンガ等の多様なメディアを取り しるべ」では、多面的・多角的 て」とめあてに迫る問い、見方
入れており、生徒がイメージし に考えさせるオープンエンドの を変える問いで深め、他教科と

て考えやすい。 問いを多く配置している。 のつながりが意識しやすい。

、「 」・全学年に「情報モラルと友情」 ・第１学年「個人情報の取扱い」 ・全学年を通して 情報モラル
を観点とした読み物教材を配 第２学年 ＳＮＳのよさと怖さ の内容を扱った読み物教材の後「 」
し、日頃起こりうる状況から人 第３学年「便利さと安全」を扱 携帯電話やスマートフォン使用
間関係のあり方等を考えさせる い、３年間で「情報モラル」を の際の心構え等について考えを
ものとなっている。 系統的に深めるよう配置されて 深める「深めたいむ」で構成さ

・ 防災」では、災禍の中に希望 いる。情報との主体的な関わり れている。③ 「
を見出すもの、東日本大震災の 方を、多様な側面から考えさせ ・全学年を通して、震災(東日本
話題を扱う内容が複数ある。防 る。 大震災)を題材とした教材が配
犯カメラの是非について、情報 ・ 防災」は全学年を通して自然 されており、常に備え、未来に「
モラルと防災の両視点で迫る構 災害を題材とした教材や日々の 伝えるという強い意識をもつた
成となっていること等から県の 生活の中での安全を考える複数 めの配慮がなされている。
施策に適合している。 の教材で構成されている。

・郷土の伝統文化について、生徒 ・身近な環境の美化や伝統行事の ・輪島塗を例に、伝統工芸の素晴
作文を用いて共感的に考えさせ 継承を取り上げ、郷土を愛する らしさと郷土愛を扱っている。
る教材を扱っている。 心を扱っている。 ・米、着物、障子など、生活に根

・書道パフォーマンスなど伝統文 ・野村萬斎の狂言を例に、国際社 ざした日本文化のよさを外国人
化を身近に感じられる教材を扱 会からも高く評価される日本文 の視点からも記述している。
っている。 化を示している。 ・ルワンダでの義肢装具作りは、④

・命の危険に脅かされながら生活 ・緒方貞子やマザーテレサの活動 現地の人との交流を通して国際
している世界の子供達の写真と から、愛に基づく国際社会での 貢献に目覚め、目標を定めて生
谷川俊太郎の詩から 何を感じ 勇気ある決断と行動を考えられ き方を選んでいく姿を取り扱っ、 、
自分に何ができるかを考えさせ る教材を取り扱っていること等 ている。
る教材を扱っている。 から県の施策に適合している。

・問題解決的な学習として、導 ・登場人物が判断をせまられる ・生徒の日常生活で起こりえる
入で問題を発見し、教材を読 場面が中心の教材や異なる立 問題を取り上げ、問題解決的
んだりグループで話合いをし 場からの考えを取り上げた教 な学習に取り組む教材を配置
たりして問題解決を図る教材 材などを取り入れ、問題解決 している。

・ つなげよう」や「見方を変えを各学年２時間扱い１テーマ 的な学習ができるようにして 「
て」として、多角的に物事を見設定している。 いる。

・相手の立場で考えることを促す ・人に見られるときと人を見ると るヒントを与えている。⑤
身近な事例と社会での事例をそ きの心の持ちようについて、立 ・考えを深めるための補助教材も
れぞれ各学年で設定している。 場を変えて考える教材を扱って 適宜取り入れて、よりよい価値

・考え、議論するツールが用意さ いる。 判断へ導く構成になっている。
れており、会話を通してよりよ ・マンガ、絵本、歌詞などから考
い価値判断を探れる。 える題材を選び、議論しやすい

構成になっている。

28



（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：特別の教科 道徳）

○推薦

発行者：１１６ 日本文教出版 発行者：２２４ 学研教育みらい 発行者：２３２ 廣済堂あかつき
観

中学道徳 あすを生きる 新・中学生の道徳 明日への扉 中学生の道徳 自分を見つめる１点
自分を考える２ 自分をのばす３

・生徒が主体的に取り組めるよ ・教材の前に主題名を示さない ・身近な題材を取り上げ、体験
う、発達の段階を踏まえて、 ことで特定の価値観を押し付 的な学習を促す問いを設定し
身近な教材を選定し 「学習の けず生徒自らの気づきや考え ている。、
進め方」で、写真などを使っ を促している。 ・教材ごとの「学習の手がかり」
て授業の展開をイメージしや ・役割演技を通して考える教材 でめあてと問いを設定し、生
すくしている。 を各学年に一つずつ配置して 徒が主体的に取り組めるよう①

いる。 にしている。また 「考えを広・各学年に２教材、体験的な学習 、
・異なる複数の意見や関連情報 げる・深める」で更に学びをに適した教材が配置されており
を提示することにより、考え 発展させる方向性を示してい１時間で無理なく実施できる活
を深めるための多様な視点を る。動を精選している。演技を見る

視点や意見発表の流れを具体的 こと等から県の施示している
。に示している。 策に適合している

・ いじめ防止に関する内容の教 ・重点テーマは「命の教育」であ ・ いじめ防止に関する内容の教「 「
材」は、一定期間に集中的に学 り、生きる喜び、生きる力、か 材」では、学年が上がるごとに
べるように、各学年ともユニッ けがえのない自他の生命を尊重 読み物教材数を増やしている。
ト構成で、年間に複数回配置し する内容の教材を配置してい また、別冊や巻末に資料を掲載
ている。直接的・間接的に扱っ る 「いじめ防止に関する内容 する等して内容を補完してい。
た教材だけでなく、絵や図解入 の教材」は、特に第３学年では る。随所に国の小・中・高校生②
りの「プラットホーム」には知 多種多様な出典があり、生徒の のデータをグラフ等で示し、自
識を深めるコラムとスキルを身 心を揺さぶるような読み物教材 分自身が現在、どの立場で意見
につけるコラムとがあり、他教 だけでなく、ネット利用による をもっているかを照らし合わせ
科や様々な活動とつなげ、考え 人間関係への影響について具体 て、考えることができる。
を広げることができ、県の施策 的なデータも示している。
に適合している。

「 「 」・ 情報モラル」に関するコラム ・インターネットを利活用する上 ・全学年とも巻末に 情報モラル
が各学年にある。インターネッ での功罪について、クローズア を扱った特集ページがあるのが
トやＳＮＳの特長や注意点等を ップして扱っている。身近なＳ 特徴である。情報機器のよりよ
取り上げ、情報社会で生きてい ＮＳで起こりやすい「ネットい い活用を促している。読み物教
くための知識を豊富に配置して じめ」に関する教材が各学年に 材は全学年とも１教材ずつ収録
いる。 複数ある他 「ネット依存」な ・ 防災」では、１学年で阪神・③ 、 「

・各学年に「安全に生きる」をテ ども取り上げている。 淡路大震災、３学年で東日本大
ーマとした複数の教材を配置 ・ 防災」では、阪神・淡路大震 震災に関する巻末の特集ページ「
し、生活安全や交通安全につい 災、東日本大震災等に関する実 を組み、各学年の読み物教材で
ても取り上げながら、社会を担 話を基とした心揺さぶる教材等 防災の面でも社会参画を促す内
う視点をもたせた「防災」を考 を各学年に配置している。 容となっている。
えさせる。

・郷土芸能や夏祭りを取り上げ、 ・ねぶた制作に打ち込む女性の姿 ・東日本大震災の被災地でいのち
郷土愛を喚起している。 から、強度の伝統文化を守る意 の石碑を建てる中学生達の活動

・ホームステイに行く立場、受け 志を考えさせている。 から、郷土の未来のために行動
る立場での教材から、国際的な ・日本文化を学ぶ外国人の姿や英 することを考えられる。
視野に立っての伝統文化や相互 語落語を取り上げ、国際社会に ・王貞治氏の国というものに対す
理解について考えられる構成に おける日本文化の価値を考える る考えを述べた教材は、日本と④
なっている。 視点を与えている。 日本人であることについて考え

・マララ氏の教材は、若者が強い ・地雷除去機の開発に携わる人や させられる。
意志で世界に働き掛け、世界を 「国際協力師」を教材として、 ・国際協力についての２つの生徒
動かす共感しやすいロールモデ 国際貢献をする生き方について 作文から、異なる考え方につい
ルとなっている。 考えさせている。 て議論できる。

・問題解決的な学習や体験的な ・道徳的な課題を生徒が見つけ、・各学年に４教材、問題解決的な
学習の具体例を「深めよう」 考え議論していくことができ学習に適した教材が配置されて
という特設ページで提示して る教材を問題解決的な学習をおり、議論のステップを示し、
いる。 促す教材として設定している。効果的に学習を進められるよう

に構成されている。 ・自分の一方的な感情から怒りを ・利害の対立する相手を理解し、
・自分の発した言葉が相手の心情 ぶつけてしまう主人公の姿を見 どのような言葉をかけるべきか⑤
にどのように響くのかを考えさ せ、事態を客観視することの大 を考えさせている。
せる教材を扱っている。 切さを考えさせている。 ・考え方のまとめや補充資料を掲

・話合い活動を通して考え方の変 ・結論を出さない終わり方で後の 載したノートが付属している。
容を記述するノートが付属して 展開を考えさせる構成がある。
いること等から学校の教育方針
等に適合している。
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（様式２：選定審議会作成（答申 ））
令和３年度使用県立東葛飾中学校教科用図書選定理由書

（種目：特別の教科 道徳）

推薦

発行者：２３３ 日本教科書
観

道徳 中学１生き方から学ぶ 中学２生き点
方を見つめる 中学３生き方を創造する

・主体的な学びの実現に向けて、
身の回りに興味・関心をもち問
題意識をもつことができるよう
な教材を中心に据えている。

・各教材に「考え、話し合ってみ①
よう そして深めよう」として
生徒の思考を深める発問を提示
し、議論できるように工夫され
ている。

・ いじめ防止に関する内容は、「
生命を尊ぶ態度が不可欠」との
考えから 「自然や崇高なもの、
とのかかわり」に複数の教材を
配している。３年間の成長段階
に合わせた話題で価値観の多様②
性と出会わせる工夫がある 障。「
害者差別解消法」に関する新聞
の社説からは「合理的な配慮」
を考えさせている。

・ネット社会の人間関係形成のた
めに、自分事として考え、話し
合うことができる教材が全学年
にある。ネットを通して起こっ
た好事例や、起こりうるトラブ
ルなどを取り上げた読み物教材③
がある。

・第１学年に交通安全、第２学年
に「防災力」を扱ったページが
あり、第３学年には東日本大震
災を話題とした読み物教材があ
る。

・ 環境先進国江戸」では、道具「
の直しや用途を変えて布地が使
われるなど、知恵と工夫による
生活の姿を教材としている。

・薬師寺の再建に携わった宮大工
の言葉を通して、先人の知恵と④
技に触れることができる。

・留学体験を扱った教材から、意
思疎通に大切な伝え方の違いを
考えることができる。

・日常生活における身近な場面か
ら、答えが一つでない道徳的な
課題を取り上げ、生徒が自分自
身の問題としてとらえ、考え、
議論することができるような教
材を配置している。⑤

・性同一性障害、錯視、老人に席
を譲ろうとしたら怒鳴られたな
ど、物事の見方を考えさせる教
材を扱っている。

・オープンエンドで考えを深める
教材が配置されている。
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